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はじめに 

 国は、平成 25 年 12 月に公布・施行した「強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・

減災等に資する国土強靱化基本法（平成 25 年法律第 95 号）」（以下「基本法」という。）第 10

条第１項の規定に基づき、「国土強靱化基本計画（平成 26 年 6 月 3 日閣議決定）」（以下「基

本計画」という。）を策定した。 

 本県としても、事前防災及び減災その他迅速な復旧・復興並びに地域間競争力の向上に資する

強靱な地域づくりをより一層加速するため、平成 27 年 11 月に「大分県地域強靱化計画（以下

「地域計画」という。）」を策定し、県をあげて地域強靱化の取組を進めてきた。 

 その間、平成 28 年熊本地震、平成 29 年九州北部豪雨、台風第 18 号、平成 30 年中津市耶馬溪

町の土砂災害発生等、数十年に一度といわれるような集中豪雨や台風等による災害が毎年のよう

に発生し、数多の尊い人命や貴重な財産が犠牲となっており、地域強靱化の取組は依然として道

半ばである。 

 このため、本県では、平成 30 年度から３か年で集中的に実施すべきハード・ソフト対策であ

る「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策（平成 30 年 12 月 14 日閣議決定。以下「３

か年緊急対策」という。）」を活用し、緊急に取り組むべき課題に対して、即効的な対策を進め

るとともに、近年の災害から得られた貴重な教訓や社会経済情勢の変化等を踏まえ、令和２年３

月に、地域計画の見直しを行い、中長期的・短期的の両面で、地域強靱化の取組を推進してきた。 

 ３か年緊急対策は令和２年度で完了したが、国が強靱化の取組の更なる加速化・深化を図るた

め、令和３年度からの５か年で重点的かつ集中的に実施する「防災・減災、国土強靱化のための

５か年加速化対策（令和 2 年 12 月 11 日閣議決定）」を活用し、令和２年７月豪雨災害のように

激甚化する風水害等への対応を踏まえ、引き続き、県土強靱化への取組を更に推進することとし

ている。 

 新たな段階に入った地域強靱化の取組を円滑かつ着実に推進するためには、地域計画に基づき、

当該年度の主な施策の実施状況及び今後の取組を明示するとともに、定量的な指標により進捗状

況を把握・管理し、施策の充実を図るという PDCA サイクルを更に充実させることが必要である

ため、「大分県地域強靱化年次計画」を毎年度策定し、PDCA 機能の強化に加え、国、県、民間事

業者、関係団体、住民など地域強靱化を担う様々な主体に対する情報発信機能の充実を図ってい

く。 
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大分県地域強靱化年次計画の策定及びこれに基づく施策の推進  

１ 大分県地域強靱化年次計画策定の趣旨 

 大分県地域強靱化計画（以下「地域計画」という。）は、概ね５年ごとに見直すこととしてお

り、平成 27 年の策定以来、令和２年３月に初めて見直しを行った。 

 地域強靱化の取組を効果的・効率的に推進するためには、地域計画で定められた 38 の「起き

てはならない最悪の事態」を回避するための施策群であるプログラムを不断に見直し、必要に応

じて新しい施策等を追加するとともに、施策の進捗管理を徹底することが重要である。具体的に

は、毎年度、おおむね向こう１年間に取り組むべき具体的施策を企画・計画（Plan）、企画・計

画に基づいた施策の実施（Do）、定量的な指標を活用して結果を評価（Check）、その上で、進捗

状況に応じた修正、必要な新規施策の追加等の改善（Action）を行い、次年度につなげるという

PDCA サイクルを活用した地域強靱化の取組をスパイラルアップしていく。 

 このため、地域計画第４章３（１）のとおり、プログラムごとの脆弱性評価結果及び施策の進

捗状況の把握等を行い、各プログラムの推進方針に進捗管理のための定量的な指標を加えた推進

計画及び各プログラムの推進のために当該年度に取り組むべき主要施策等を示した「大分県地域

強靱化年次計画」（以下「年次計画」という。）を策定する。 

 プログラムの進捗状況の分析・評価は、大分県地域強靱化計画推進委員会のもと、地域計画で

示された目標や「起きてはならない最悪の事態」等を念頭に置き、当該プログラムを構成する各

施策の指標の進捗及び実施結果の分析を基に、施策間の関連性等を十分に考慮し、総合的かつ施

策分野横断的に実施されなければならない（図１参照）。 

 

≪PDCA サイクルによる進捗管理（図１）≫ 
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 プログラムの進捗状況の分析・評価にあたって念頭に置くべき目標等は、表１のとおりである。 

 

 【大分県地域強靱化計画】 

  ○災害等の発生に対する４つの基本目標 

  ○大規模自然災害を想定した８つの「事前に備えるべき目標」 

  ○その妨げとなる 38 の「起きてはならない最悪の事態」 

  ○重点化すべきプログラムに係る 20 の「起きてはならない最悪の事態」 

 

≪起きてはならない最悪の事態（表１）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※網掛けは、重点化すべきプログラムに係る起きてはならない最悪の事態 

  

基本目標

1-1
住宅・建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や不特定多数が集まる施設の倒壊による多数の
死傷者の発生

1-2 密集市街地や不特定多数が集まる施設における大規模火災による多数の死傷者の発生

1-3 広域にわたる大規模津波等による多数の死傷者の発生

1-4

1-5 大規模な火山噴火・土砂災害（深層崩壊）等による多数の死傷者の発生

2-1 被災地での食料・飲料水・電力・燃料等、生命に関わる物資・エネルギー供給の停止

2-2

2-3 自衛隊、警察、消防、海保等の被災等による救助・救急活動等の絶対的不足

2-4 想定を超える大量の帰宅困難者の発生、混乱

2-5
医療・福祉施設及び関係者の絶対的不足・被災、支援ルートの途絶、エネルギー供給の途絶に
よる医療機能・福祉支援活動の麻痺

2-6 被災地における疫病・感染症等の大規模発生

2-7 劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理による多数の被害者の健康状態の悪化・死者の発生

3-1 被災による司法機能、警察機能の大幅な低下による治安の悪化、社会の混乱

3-2 行政機関の職員・施設等の被災による機能の大幅な低下

4-1 防災・災害対応に必要な通信インフラの麻痺・機能停止

4-2
災害時に活用する情報サービスが機能停止し、情報の収集・伝達ができず、 避難行動や救助・
支援が遅れる事態

5-1 サプライチェーンの寸断等による企業の生産力低下による競争力の低下

5-2 エネルギー供給の停止による、社会経済活動・サプライチェーンの維持への甚大な影響

5-3 コンビナート・重要な産業施設の損壊、火災、爆発等

5-4
広域交通ネットワークが分断する等、基幹的な陸上・海上交通ネットワークの機能停止による
物流・人流への甚大な影響

5-5 食料等の安定供給の停滞

6-1
電力供給ネットワーク（発変電所、送配電設備）や都市ガス供給、石油・ＬＰガスサプライ

6-2

6-3

6-4

6-5

7-1 地震に伴う市街地の大規模火災の発生による多数の死傷者の発生

7-2 海上・臨海部の広域複合災害の発生

7-3 沿線・沿道の建物倒壊に伴う閉塞、地下構造物の倒壊等に伴う陥没による交通麻痺

7-4
ため池、防災施設、天然ダム等の損壊・機能不全や堆積した土砂、火山噴出物の流出による多
数の死傷者の発生

7-5 有害物質の大規模拡散・流出による被害の拡大

7-6 農地・森林等の荒廃による被害の拡大

8-1 大量に発生する災害廃棄物の処理の停滞により復興が大幅に遅れる事態

8-2
復興を支える人材等（専門家、コーディネーター、労働者、地域に精通した技術者等）の不
足、より良い復興に向けたビジョンの欠如等により復興できなくなる事態

8-3 地域コミュニティの崩壊、治安の悪化等により復旧・復興が大幅に遅れる事態

8-4

8-5
貴重な文化財や環境的資産の喪失、地域コミュニティの崩壊等による有形・無形の文化の衰
退・喪失

8-6 事業用地の取得、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅に遅れる事態

3
必要不可欠な行政機能
は確保する

4
必要不可欠な情報通信
機能・情報サービスは
確保する

事前に備えるべき目標 起きてはならない最悪の事態

Ⅰ．人命の保護が
最大限図られる

Ⅱ．県及び社会の
重要な機能が致命
的な障害を受けず
維持される

び公共施設に係る
被害の最小化

Ⅳ．迅速な復旧復
興

1 直接死を最大限防ぐ

2

救助・救急、医療活動
が迅速に行われるとと
もに、被災者等の健
康・避難生活環境を確
実に確保する

7
制御不能な複合災害・
二次災害を発生させな
い

8

社会・経済が迅速かつ
従前より強靱な姿で復
興できる条件を整備す
る

5
経済活動を機能不全に
陥らせない

6

ライフライン、燃料供
給関連施設、交通ネッ
トワーク等の被害を最
小限に留めるととも
に、早期に復旧させる

3



≪大分県地域強靱化計画の位置づけ（図２）≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大分県地域強靱化計画は、南海トラフ地震やこれまで経験したことのない集中豪雨など大規模

自然災害によって重大な危機が実際に発生した場合においても、本県が十分な強靱性を発揮でき

るよう、施策を総合的かつ計画的に推進していくため、地域強靱化に係る県の他の計画等の指針

となるもの。 
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２ 年次計画の構成 

（１）代表的な指標の進捗状況（資料１） 

 大規模自然災害により生じかねない「起きてはならない最悪の事態」に対しては、部局が連携

して施策を実施することが重要であることから、施策を立案・推進する際には、当該施策分野ご

との視点に加え、「起きてはならない最悪の事態」を回避するという視点から、施策分野横断的

に実効性・効率性のあるものとする必要がある。 

 このため、施策の進捗状況を確認するための代表的な指標については、「計画改訂時→現状値

→目標値」を明記し、施策の実現に向けた課程の可視化を図っている。 

 

１ 目標指標の達成度の検証（令和４年度末） 

  全１２０指標のうち、「令和４年度の目標値」を達成した指標は８７指標であった。 

  また、令和４年度末時点で「最終目標値」を達成した指標は４８指標であり、令和３年度末  

 時点の達成数４４指標と比較し４指標増加している。 

 

 （２）プログラムごとの主な施策の実施状況及び今後の取組（資料２） 

 地域計画の推進にあたり、各施策を効果的・効率的に進めるためには、「起きてはならない最

悪の事態」を回避するためのプログラムごとの施策の進捗状況を毎年度把握・評価し、PDCA サイ

クルにより各施策の見直しや新たな施策の追加を行っていくことが重要である。 

 本資料において、「起きてはならない最悪の事態」に対する施策について「令和４年度の主な

取組」及び「今後（令和５年度以降）の取組」を示している。 
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３ ｢防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策｣を踏まえた重点的な 

取組 

 激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対策、今後一斉に老朽化するインフラの維持管

理・更新を引き続き行っていく必要があること、また、その取組をより効率的に進めるためには、

近年急速に開発が進むデジタル技術の活用等が不可欠であること等を踏まえ、「激甚化する風水

害や切迫する大規模地震等への対策」、「予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた老

朽化対策」、「国土強靱化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進」について

更なる加速化・深化を図る。 

 特に重点的・集中的に実施すべき対策として、国土強靱化に関する｢防災・減災、国土強靱化

のための５か年加速化対策を踏まえた取組」は次のとおりである。 

 

【防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策を踏まえた主な重点的な取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1-1
住宅・建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や
不特定多数が集まる施設の倒壊による多数の死傷者の発生

1-2
密集市街地や不特定多数が集まる施設における
大規模火災による多数の死傷者の発生

1-3 広域にわたる大規模津波等による多数の死傷者の発生

1-4 突発的又は広域かつ長期的な市街地等の浸水による多数の死傷者の発生

1-5 大規模な火山噴火・土砂災害（深層崩壊）等による多数の死傷者の発生

2-1 被災地での食料・飲料水・電力・燃料等、生命に関わる物資・エネルギー供給の停止

2-2 多数かつ長期にわたる孤立地域等の同時発生

2-4 想定を超える大量の帰宅困難者の発生、混乱

2-5
医療・福祉施設及び関係者の絶対的不足・被災、支援ルートの途絶、
エネルギー供給の途絶による医療機能・福祉支援活動の麻痺

3
必要不可欠な行政機能
は確保する

3-2 行政機関の職員・施設等の被災による機能の大幅な低下

4-1 防災・災害対応に必要な通信インフラの麻痺・機能停止

4-2
災害時に活用する情報サービスが機能停止し、情報の収集・伝達ができず、
避難行動や救助・支援が遅れる事態

5-2 エネルギー供給の停止による、社会経済活動・サプライチェーンの維持への甚大な影響

5-4
広域交通ネットワークが分断する等、基幹的な陸上・海上交通ネットワークの
機能停止による物流・人流への甚大な影響

5-5 食料等の安定供給の停滞

6

ライフライン、燃料供
給関連施設、交通ネッ
トワーク等の被害を最
小限に留めるととも
に、早期に復旧させる

6-4 基幹的交通から地域交通網まで、陸海空の交通インフラの長期間にわたる機能停止

7-1 地震に伴う市街地の大規模火災の発生による多数の死傷者の発生

7-2 海上・臨海部の広域複合災害の発生

7-4
ため池、防災施設、天然ダム等の損壊・機能不全や堆積した土砂、
火山噴出物の流出による多数の死傷者の発生

7-6 農地・森林等の荒廃による被害の拡大

8

社会・経済が迅速かつ
従前より強靱な姿で復
興できる条件を整備す
る

8-4
広域地盤沈下等による広域・長期にわたる浸水被害の発生により
復興が大幅に遅れる事態

7
制御不能な複合災害・
二次災害を発生させな
い

経済活動を機能不全に
陥らせない

4
必要不可欠な情報通信
機能・情報サービスは
確保する

5

事前に備えるべき目標 起きてはならない最悪の事態

1 直接死を最大限防ぐ

2

救助・救急、医療活動
が迅速に行われるとと
もに、被災者等の健
康・避難生活環境を確
実に確保する

6
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４ 大分県地域強靱化計画の新規・拡充した主な取組状況 

 平成２７年１１月に策定した大分県地域強靱化計画は、令和２年３月に主に以下の点について

見直しを行っている。 

 

 Ⅰ 近年の災害から得られた知見 

    〇気候変動の影響を踏まえた治水対策 

    〇被災者等の健康・避難生活環境の確保 

 Ⅱ 社会情勢の変化等を踏まえた反映 

    〇先端技術の活用 

    〇地域のリーダー等の人材育成、防災教育の充実 

 Ⅲ 災害時に必要なインフラ整備、耐震対策・老朽化対策、ＢＣＰの普及などは引き続き推進 

 

 これら主な見直しに関する対策について、「大分県地域強靱化計画の新規・拡充した主な取組

状況」として以下に事例を示す。 

 

 

Ⅰ 近年の災害から得られた知見の反映 
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Ⅱ 社会情勢の変化等を踏まえた反映 
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Ⅲ 災害時に必要なインフラ整備、耐震対策・老朽化対策、ＢＣＰの普及 
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５ 災害時における感染症への対応について 

 本県では、これまで感染症拡大防止のための各種取組を進めてきたところであるが、感染症が

流行する中で大規模災害が発生した場合には、避難所等における感染症対策が大きな課題となる

可能性がある。 

 本県としては、避難所に係る各種ガイドライン等を定め、手洗い・手指消毒、十分な換気、マ

スクの着用等の励行、医師・看護師等の巡回・派遣体制の確保等避難所において必要な感染症対

策を講じているところであるが、感染拡大・まん延期に災害が発生した場合には、避難所で感染

が拡大するおそれがあることから、マスクや消毒液などの備蓄を進めるとともに、指定避難所以

外の開設や、ホテル・旅館の活用等、避難者のための十分なスペースの確保等の取組について、

次のとおり推進する。 

 

【災害時の避難所における感染症への対応について】 

１ 平時の対応 

 ・住民に対し、予め避難行動を確認しておくことの重要性の周知 

 ・親戚や知人宅、宿泊施設など分散避難の啓発 

 ・避難に備え、感染症を踏まえ準備する非常用持出袋の防災用品見直しの周知 

 ・想定される避難者と避難先についての検討 

  ア 発熱や咳等の風邪症状の有症者等が避難してきた場合の避難先の検討 

  イ 罹患した場合に重症化しやすい者や妊娠をしている者等の要配慮者が避難してきた場

合の避難先として、ホテル等の活用を検討 

  ウ 指定避難所内で発熱、咳症状等の体調不良者が出現した場合の避難先の検討 

 ・マスク、アルコール消毒薬、ハンドソープ、ペーパータオル等備蓄品の確保 

２ 発災時の対応 

 ・避難が必要な者が感染症を恐れて避難を躊躇しないよう適切な避難誘導の実施 

 ・避難所の分散の周知 

 ・受付時の衛生環境の確保、健康状態の確認（避難者の健康状態やケアの必要に応じて適切に

受入れを実施） 

 ・避難中の健康観察 

 ・避難所内の感染予防（１人あたり２㎡確保、簡易間仕切りの使用、手洗いの励行定期的な換

気の実施等） 

 ・避難所内で発熱、咳等の症状者が出現した場合の対応（避難所内の有症者専用スペースへの 

誘導や適切な医療措置の実施等） 
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定
）

2
7

◎
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

数
施

設
H

3
0

3
R
3

3
R
4

3
R
4

3
★

R
5

4
R
5

4
土

木
建

築
部

（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

2
-
2

2
8

◎
農

道
橋

（
延

長
1
5
m

以
上

）
･農

道
ト

ン
ネ

ル
の

機
能

保
全

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）
の

策
定

割
合

％
H

3
0

6
3

Ｒ
1

1
0
0

-
-

R
1

1
0
0

★
-

-
R
2

1
0
0

☆
農

林
水

産
部

（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

2
9

◎
緊

急
輸

送
道

路
に

お
け

る
橋

梁
耐

震
化

率
（
平

成
８

年
よ

り
古

い
基

準
に

よ
り

設
計

さ
れ

た
も

の
）

％
H

3
0

0
R
3

2
2

R
4

2
3

R
4

2
5
.5

★
R
5

2
7

R
6

4
0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

3
0

◎
道

路
法

面
の

対
策

率
（
優

先
啓

開
ル

ー
ト

）
％

H
3
0

5
6

R
3

6
3

R
4

6
5

R
4

6
4

R
5

6
7

R
6

7
3

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

3
1

避
難

所
等

に
関

す
る

サ
イ

ン
旗

を
使

用
し

た
訓

練
等

実
施

回
数

回
H

3
0

2
毎

年
度

1
毎

年
度

1
毎

年
度

1
★

毎
年

度
1

毎
年

度
1

☆
生

活
環

境
部

（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

2
-
3

3
2

消
防

庁
舎

の
耐

震
化

完
了

の
割

合
％

H
3
0

9
2

R
3

9
7

Ｒ
４

9
8

Ｒ
４

9
8

★
Ｒ

５
1
0
0

R
5

1
0
0

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

3
3

◎
消

防
団

員
の

条
例

定
数

に
対

す
る

割
合

％
H

3
0

9
1
.7

R
3

8
7
.9

Ｒ
４

9
1
.7

Ｒ
４

8
6
.5

Ｒ
５

9
1
.7

R
5

9
1
.7

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

3
4

◎
警

察
署

の
耐

震
化

率
％

H
3
0

9
3

R
3

1
0
0

-
-

R
3

1
0
0

★
-

－
R
3

1
0
0

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

3
5

◎
警

察
災

害
派

遣
隊

の
体

制
強

化
､航

空
機

等
装

備
資

機
材

の
整

備
高

度
化

即
応

部
隊

5
部

隊
･一

般
部

隊
6
部

隊
を

編
成

(H
2
6
)

％
H

2
6

1
0
0

H
2
6

1
0
0

-
-

H
2
6

1
0
0

★
-

-
R
6

1
0
0

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

警
察

に
お

け
る

災
害

警
備

実
施

に
関

す
る

規
程

の
運

用
に

つ
い

て
）

2
-
4

3
6

公
共

施
設

等
使

用
協

定
締

結
市

町
村

数
市

町
村

H
2
9

4
R
3

6
R
4

1
4

R
4

5
R
5

1
7

R
5

1
7

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

3
7

災
害

時
帰

宅
支

援
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
協

定
締

結
事

業
者

数
社

H
2
9

1
2

R
3

1
2

R
4

1
5

R
4

1
2

R
5

1
5

R
5

1
5

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

大
規

模
な

火
山

噴
火

・
土

砂
災

害
（
深

層
崩

壊
）
等

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

救
助

・
救

急
、

医
療

活
動

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

と
と

も
に

、
被

災
地

の
健

康
・
避

難
生

活
環

境
を

確
実

に
確

保
す

る

被
災

地
で

の
食

料
・
飲

料
水

・
電

力
・
燃

料
等

、
生

命
に

関
わ

る
物

資
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

の
停

止

多
数

か
つ

長
期

に
わ

た
る

孤
立

地
域

等
の

同
時

発
生

自
衛

隊
、

警
察

、
消

防
、

海
保

等
の

被
災

等
に

よ
る

救
助

・
救

急
活

動
等

の
絶

対
的

不
足

想
定

を
超

え
る

大
量

の
帰

宅
困

難
者

の
発

生
、

混
乱
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年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

　
代

表
的

な
指

標
の

進
捗

状
況

指
標

番
号

再
掲

再
掲

元
指

標
番

号
指

標
単

位
計

画
改

訂
時

現
状

値
（
R
4
）

R
4

達
成

目
標

値
（
R
5
）

目
標

値
達

成
所

管
部

局
（
所

管
部

局
の

計
画

等
）

現
状

値
（
R
3
）

目
標

値
（
R
4
）

資
料

１

2
-
5

3
8

大
分

D
M

A
T
隊

員
登

録
者

数
名

H
3
0

5
4
2

R
3

5
4
7

R
4

5
8
0

R
4

5
6
0

R
5

6
0
0

R
5

6
0
0

福
祉

保
健

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

3
9

○
1
-
1

災
害

拠
点

病
院

の
耐

震
化

率
％

H
3
0

9
3

R
1

1
0
0

-
-

R
1

1
0
0

★
-

-
R
1

1
0
0

☆
福

祉
保

健
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
0

B
C

P
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
て

い
る

災
害

拠
点

病
院

の
割

合
％

H
3
0

1
0
0

H
3
0

1
0
0

-
-

H
3
0

1
0
0

★
-

-
H

3
0

1
0
0

☆
福

祉
保

健
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
1

多
数

の
傷

病
者

の
受

け
入

れ
を

想
定

し
た

災
害

実
動

訓
練

を
実

施
し

た
災

害
拠

点
病

院
の

割
合

％
H

3
0

1
0
0

R
3

8
6

R
4

1
0
0

R
4

7
8

R
5

1
0
0

H
3
0

1
0
0

福
祉

保
健

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
2

福
祉

避
難

所
（
福

祉
避

難
ス

ペ
ー

ス
を

含
む

）
を

指
定

し
て

い
る

小
学

校
区

の
割

合
％

H
3
0

6
3

R
3

9
5
.1

R
4

9
6

R
4

9
5
.1

R
5

1
0
0

R
6

1
0
0

福
祉

保
健

部
（
大

分
県

地
域

福
祉

基
本

計
画

）

2
-
6

4
3

◎
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー

ム
の

体
制

整
備

･研
修

実
施

回
/
年

H
3
0

1
R
3

0
R
4

1
R
4

0
R
5

1
毎

年
1

☆
福

祉
保

健
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
4

予
防

接
種

法
に

基
づ

く
予

防
接

種
率

　
麻

し
ん

％
H

3
0

9
4
.8

R
3

9
5

R
4

9
5
.0

R
4

9
0
.9

R
5

9
5
.0

R
5

9
5
.0

福
祉

保
健

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
5

予
防

接
種

法
に

基
づ

く
予

防
接

種
率

　
風

し
ん

％
H

3
0

9
4
.8

R
3

9
5

R
4

9
5
.0

R
4

9
0
.9

R
5

9
5
.0

R
5

9
5
.0

福
祉

保
健

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
6

◎
下

水
道

施
設

の
地

震
対

策
・
耐

水
化

に
着

手
し

た
市

町
村

数
市

町
村

H
3
0

1
3

Ｒ
3

1
3

R
4

1
3

R
4

1
3

★
R
5

1
3

R
6

1
4

土
木

建
築

部
（
社

会
資

本
重

点
整

備
計

画
）

2
-
7

4
7

｢避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

｣を
策

定
し

た
市

町
村

数
市

町
村

H
3
0

1
5

Ｒ
2

1
8

-
-

R
2

1
8

★
-

-
R
1

1
8

☆
生

活
環

境
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

4
8

○
2
-
6

災
害

時
健

康
危

機
管

理
支

援
チ

ー
ム

の
体

制
整

備
･研

修
実

施
回

/
年

H
3
0

1
R
3

0
R
4

1
R
4

0
R
5

1
毎

年
1

福
祉

保
健

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

3 3
-
1

4
9

○
2
-
3

警
察

署
の

耐
震

化
率

％
H

3
0

9
3

R
3

1
0
0

-
-

R
3

1
0
0

★
-

－
R
3

1
0
0

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

5
0

合
同

訓
練

､災
害

現
場

に
即

し
た

環
境

で
の

体
系

的
･段

階
的

な
訓

練
の

実
施

-
適

宜
適

宜
適

宜
適

宜
適

宜
適

宜
適

宜
適

宜
★

適
宜

適
宜

適
宜

適
宜

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

5
1

◎
自

起
動

式
発

動
発

電
機

の
整

備
台

数
台

H
3
0

4
2

R
3

8
1

R
4

1
0
1

R
4

1
0
0

R
5

1
0
1

R
5

1
0
1

警
察

本
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

5
2

◎
可

搬
式

発
動

発
電

機
の

整
備

台
数

台
H

3
0

5
1

R
3

8
5

R
4

9
5

R
4

9
5

★
R
5

-
R
4

9
5

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

3
-
2

5
3

大
分

県
業

務
継

続
計

画
の

見
直

し
回

/
年

毎
年

度
1

Ｒ
3

1
R
4

1
R
4

1
★

R
5

1
毎

年
度

1
☆

総
務

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

5
4

防
災

拠
点

施
設

の
設

備
防

災
対

策
棟

数
棟

H
3
0

1
7

R
3

2
3

-
-

R
3

2
3

★
R
3

2
3

☆
土

木
建

築
部

（
大

分
県

地
域

防
災

計
画

）

行
政

機
関

の
職

員
･施

設
等

の
被

災
に

よ
る

機
能

の
大

幅
な

低
下

医
療

・
福

祉
施

設
及

び
関

係
者

の
絶

対
的

不
足

・
被

災
、

支
援

ル
ー

ト
の

途
絶

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

の
途

絶
に

よ
る

医
療

機
能

・
福

祉
支

援
活

動
の

麻
痺

被
災

地
に

お
け

る
疫

病
・
感

染
症

等
の

大
規

模
発

生

劣
悪

な
避

難
生

活
環

境
､不

十
分

な
健

康
管

理
に

よ
る

多
数

の
被

害
者

の
健

康
状

態
の

悪
化

･死
者

の
発

生

必
要

不
可

欠
な

行
政

機
能

は
確

保
す

る

被
災

に
よ

る
司

法
機

能
､警

察
機

能
の

大
幅

な
低

下
に

よ
る

治
安

の
悪

化
､社

会
の

混
乱
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年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

　
代

表
的

な
指

標
の

進
捗

状
況

指
標

番
号

再
掲

再
掲

元
指

標
番

号
指

標
単

位
計

画
改

訂
時

現
状

値
（
R
4
）

R
4

達
成

目
標

値
（
R
5
）

目
標

値
達

成
所

管
部

局
（
所

管
部

局
の

計
画

等
）

現
状

値
（
R
3
）

目
標

値
（
R
4
）

資
料

１

4 4
-
1

5
5

○
1
-
1

無
電

柱
化

の
着

手
延

長
㎞

H
3
0

0
R
2

2
2

R
4

2
2
.2

R
4

2
2
.2

★
R
5

2
2
.4

R
7

3
5

土
木

建
築

部
（
大

分
県

無
電

柱
化

推
進

計
画

）

4
-
2

5
6

県
民

安
全

･安
心

メ
ー

ル
及

び
防

災
ア

プ
リ

の
登

録
者

数
人

H
3
0

2
7
,0

4
3

R
3

6
7
,1

4
5

R
4

6
0
,0

0
0

R
4

7
7
,5

0
5

★
R
5

6
5
,0

0
0

R
5

7
0
,0

0
0

☆
生

活
環

境
部

（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

5 5
-
1

5
7

大
企

業
の

B
C

P
の

策
定

割
合

％
H

3
0

6
7
.4

R
3

1
0
0

-
-

R
3

1
0
0

★
-

-
R
6

1
0
0

☆
商

工
観

光
労

働
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

5
8

中
小

企
業

の
B

C
P
の

策
定

割
合

％
H

3
0

2
9
.5

R
3

3
6
.2

R
4

3
7

R
4

3
8
.4

★
R
5

3
8

R
6

3
9

商
工

観
光

労
働

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

5
9

○
2
-
1

耐
震

強
化

岸
壁

の
整

備
数

施
設

H
3
0

3
R
3

3
R
4

3
R
4

3
★

R
5

4
R
5

4
土

木
建

築
部

（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

5
-
2

6
0

◎
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

量
T
J

H
3
0

5
0
,7

9
5

R
2

5
3
,7

7
6

R
4

-
R
3

5
6
,3

7
9

★
R
5

-
R
6

5
8
,3

2
3

商
工

観
光

労
働

部
（
大

分
県

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

）

5
-
3

6
1

大
分

港
海

岸
保

全
施

設
整

備
進

捗
率

％
H

3
0

5
R
3

3
3
.8

R
4

3
4
.8

R
4

3
6
.5

★
R
5

4
0
.3

R
6

3
9
.0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

5
-
4

6
2

○
1
-
1

耐
震

化
が

完
了

し
た

主
要

駅
（
1
日

あ
た

り
乗

降
者

が
1
万

人
以

上
）

駅
H

3
0

1
R
3

2
-

－
R
3

2
★

-
-

R
3

2
☆

企
画

振
興

部
（
鉄

道
営

業
法

等
）

6
3

地
域

高
規

格
道

路
の

整
備

延
長

㎞
H

3
0

7
7

R
3

8
2

Ｒ
4

8
2

Ｒ
4

8
2

★
R
5

8
7

R
6

1
0
0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

6
4

○
2
-
2

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

橋
梁

耐
震

化
率

（
平

成
８

年
よ

り
古

い
基

準
に

よ
り

設
計

さ
れ

た
も

の
）

％
H

3
0

0
R
3

2
2

R
4

2
3

R
4

2
5
.5

★
R
5

2
7

R
6

4
0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

6
5

○
2
-
2

道
路

法
面

の
対

策
率

（
優

先
啓

開
ル

ー
ト

）
％

H
3
0

5
6

R
3

6
3

R
4

6
5

R
4

6
4

R
5

6
7

R
6

7
3

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

6
6

○
2
-
1

耐
震

強
化

岸
壁

の
整

備
数

施
設

H
3
0

3
R
3

3
R
4

3
R
4

3
★

R
5

4
R
5

4
土

木
建

築
部

（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

5
-
5

6
7

農
業

水
利

施
設

長
寿

命
化

計
画

の
策

定
箇

所
数

箇
所

H
3
0

2
8
2

R
3

2
9
6

-
-

R
3

2
9
6

★
-

-
R
3

2
9
6

☆
農

林
水

産
部

（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

6
8

◎
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

協
定

面
積

h
a

H
3
0

2
4
,0

0
0

R
3

2
4
,3

3
3

R
4

2
6
,9

0
0

R
4

2
4
,2

1
5

R
5

2
7
,6

0
0

R
6

2
8
,0

0
0

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

6
9

○
2
-
2

農
道

橋
（
延

長
1
5
m

以
上

）
･農

道
ト

ン
ネ

ル
の

機
能

保
全

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）
の

策
定

割
合

％
H

3
0

6
3

Ｒ
1

1
0
0

-
-

R
1

1
0
0

★
-

-
R
2

1
0
0

☆
農

林
水

産
部

（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

必
要

不
可

欠
な

情
報

通
信

機
能

･情
報

サ
ー

ビ
ス

は
確

保
す

る

防
災

･災
害

対
応

に
必

要
な

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
麻

痺
･機

能
停

止

災
害

時
に

活
用

す
る

情
報

サ
ー

ビ
ス

が
機

能
停

止
し

､情
報

の
収

集
･伝

達
が

で
き

ず
､ 

避
難

行
動

や
救

助
･支

援
が

遅
れ

る
事

態

経
済

活
動

を
機

能
不

全
に

陥
ら

せ
な

い

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
寸

断
等

に
よ

る
企

業
の

生
産

力
低

下
に

よ
る

競
争

力
の

低
下

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

停
止

に
よ

る
､社

会
経

済
活

動
･サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

維
持

へ
の

甚
大

な
影

響

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

･重
要

な
産

業
施

設
の

損
壊

､火
災

､爆
発

等

広
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
分

断
す

る
等

､基
幹

的
な

陸
上

・
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

停
止

に
よ

る
物

流
･人

流
へ

の
甚

大
な

影
響

食
料

等
の

安
定

供
給

の
停

滞

24



年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

　
代

表
的

な
指

標
の

進
捗

状
況

指
標

番
号

再
掲

再
掲

元
指

標
番

号
指

標
単

位
計

画
改

訂
時

現
状

値
（
R
4
）

R
4

達
成

目
標

値
（
R
5
）

目
標

値
達

成
所

管
部

局
（
所

管
部

局
の

計
画

等
）

現
状

値
（
R
3
）

目
標

値
（
R
4
）

資
料

１

6 6
-
1

7
0

○
5
-
2

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
量

T
J

H
3
0

5
0
,7

9
5

R
2

5
3
,7

7
6

R
4

-
R
3

5
6
,3

7
9

★
R
5

-
R
6

5
8
,3

2
3

商
工

観
光

労
働

部
（
大

分
県

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

）

7
1

電
気

事
業

に
お

け
る

既
存

施
設

（
主

な
建

物
･水

管
橋

）
の

耐
震

化
率

％
H

3
0

9
0

Ｒ
2

9
5

-
-

Ｒ
2

9
5

★
-

-
R
3

9
5

☆
企

業
局

（
大

分
県

企
業

局
経

営
戦

略
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

3
年

度
）
（
改

訂
版

）
）

7
2

電
気

事
業

に
お

け
る

既
存

施
設

（
水

路
工

作
物

）
の

耐
震

照
査

率
％

H
3
0

4
1

R
3

7
3

R
4

8
8

R
4

8
8

★
R
5

9
0

R
3

7
3

☆
企

業
局

（
大

分
県

企
業

局
経

営
戦

略
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

3
年

度
）
（
改

訂
版

）
）

6
-
2

7
3

○
2
-
1

上
水

道
基

幹
管

路
耐

震
化

延
長

㎞
H

3
0

1
6
1

R
3

2
2
9

-
-

R
4

2
2
8

★
-

-
R
6

1
8
5

☆
生

活
環

境
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

7
4

工
業

用
水

道
事

業
に

お
け

る
既

存
施

設
（
主

な
建

物
･水

管
橋

･構
築

物
）
の

耐
震

化
率

％
H

3
0

4
5

R
3

7
3

R
4

7
6

R
4

7
6

★
R
5

7
6

R
3

5
7

☆
企

業
局

（
大

分
県

企
業

局
経

営
戦

略
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

3
年

度
）
（
改

訂
版

）
）

7
5

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
隧

道
点

検
％

H
3
0

4
0

R
3

8
0

R
4

8
0

R
4

8
0

★
R
5

8
0

R
3

8
0

☆
企

業
局

（
大

分
県

企
業

局
経

営
戦

略
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
平

成
3
0
年

度
～

令
和

3
年

度
）
（
改

訂
版

）
）

6
-
3

7
6

○
2
-
6

下
水

道
施

設
の

地
震

対
策

・
耐

水
化

に
着

手
し

た
市

町
村

数
市

町
村

H
3
0

1
3

Ｒ
3

1
3

R
4

1
3

R
4

1
3

★
R
5

1
3

R
6

1
4

土
木

建
築

部
（
社

会
資

本
重

点
整

備
計

画
）

6
-
4

7
7

○
1
-
1

耐
震

化
が

完
了

し
た

主
要

駅
（
1
日

あ
た

り
乗

降
者

が
1
万

人
以

上
）

駅
H

3
0

1
R
3

2
-

－
R
3

2
★

-
-

R
3

2
☆

企
画

振
興

部
（
鉄

道
営

業
法

等
）

7
8

農
道

の
整

備
延

長
㎞

H
3
0

5
,6

4
7

R
3

5
,6

5
4

R
4

5
,7

0
0

R
4

5
,6

5
6

R
5

5
,7

0
0

R
4

5
,7

0
0

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

7
9

◎
林

道
等

の
整

備
延

長
㎞

H
3
0

2
,5

3
5

R
3

2
,5

9
9

R
4

2
,6

6
3

R
4

2
,6

2
1

R
5

2
,6

9
4

R
6

2
,7

2
5

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

8
0

○
2
-
2

農
道

橋
（
延

長
1
5
m

以
上

）
･農

道
ト

ン
ネ

ル
の

機
能

保
全

計
画

（
個

別
施

設
計

画
）
の

策
定

割
合

％
H

3
0

6
3

Ｒ
1

1
0
0

-
-

R
1

1
0
0

★
-

-
R
2

1
0
0

☆
農

林
水

産
部

（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

8
1

○
2
-
2

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

橋
梁

耐
震

化
率

（
平

成
８

年
よ

り
古

い
基

準
に

よ
り

設
計

さ
れ

た
も

の
）

％
H

3
0

0
R
3

2
2

R
4

2
3

R
4

2
5
.5

★
R
5

2
7

R
6

4
0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

8
2

○
2
-
2

道
路

法
面

の
対

策
率

（
優

先
啓

開
ル

ー
ト

）
％

H
3
0

5
6

R
3

6
3

R
4

6
5

R
4

6
4

R
5

6
7

R
6

7
3

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
お

お
い

た
の

道
構

想
2
0
1
5
～

改
訂

～
）

6
-
5

8
3

○
1
-
3

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
延

長
（
農

林
水

産
部

所
管

）
㎞

H
3
0

8
.4

R
3

9
R
4

9
.2

R
4

9
.2

★
R
5

9
.4

R
6

9
.8

農
林

水
産

部
（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

8
4

○
1
-
3

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
延

長
（
土

木
建

築
部

所
管

）
㎞

H
3
0

1
8
.3

R
3

2
2
.4

2
R
4

2
2
.9

2
R
4

2
3
.1

6
★

2
3
.1

7
R
6

2
4
.6

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

8
5

○
1
-
4

浸
水

対
策

が
行

わ
れ

た
地

区
数

地
区

H
3
0

4
4

R
3

7
1

R
4

7
7

R
4

7
9

★
R
5

8
2

R
6

8
4

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
河

川
整

備
基

本
方

針
・
河

川
整

備
計

画
）

上
水

道
等

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

､燃
料

供
給

関
連

施
設

､交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

被
害

を
最

小
限

に
留

め
る

と
と

も
に

､早
期

に
復

旧
さ

せ
る

電
力

供
給

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
発

変
電

所
､送

配
電

設
備

）
や

都
市

ガ
ス

供
給

、
石

油
･Ｌ

Ｐ
ガ

ス
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
等

の
長

期
間

に
わ

た
る

機
能

の
停

止

汚
水

処
理

施
設

等
の

長
期

間
に

わ
た

る
機

能
停

止

基
幹

的
交

通
か

ら
地

域
交

通
網

ま
で

､陸
海

空
の

交
通

イ
ン

フ
ラ

の
長

期
間

に
わ

た
る

機
能

停
止

防
災

施
設

の
長

期
間

に
わ

た
る

機
能

不
全
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年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

　
代

表
的

な
指

標
の

進
捗

状
況

指
標

番
号

再
掲

再
掲

元
指

標
番

号
指

標
単

位
計

画
改

訂
時

現
状

値
（
R
4
）

R
4

達
成

目
標

値
（
R
5
）

目
標

値
達

成
所

管
部

局
（
所

管
部

局
の

計
画

等
）

現
状

値
（
R
3
）

目
標

値
（
R
4
）

資
料

１

7 7
-
1

8
6

○
1
-
2

都
市

内
の

街
路

整
備

延
長

㎞
H

3
0

5
0
7

R
3

5
0
7

R
4

5
0
8

R
4

5
0
8

★
R
5

5
0
8

R
6

5
1
0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

8
7

○
2
-
3

警
察

災
害

派
遣

隊
の

体
制

強
化

､航
空

機
等

装
備

資
機

材
の

整
備

高
度

化
即

応
部

隊
5
部

隊
･一

般
部

隊
6
部

隊
を

編
成

(H
2
6
)

％
H

2
6

1
0
0

H
2
6

1
0
0

-
-

H
2
6

1
0
0

★
-

-
R
6

1
0
0

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

警
察

に
お

け
る

災
害

警
備

実
施

に
関

す
る

規
程

の
運

用
に

つ
い

て
）

7
-
2

8
8

○
1
-
3

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
延

長
（
農

林
水

産
部

所
管

）
㎞

H
3
0

8
.4

R
3

9
R
4

9
.2

R
4

9
.2

★
R
5

9
.4

R
6

9
.8

農
林

水
産

部
（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

8
9

○
1
-
3

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
延

長
（
土

木
建

築
部

所
管

）
㎞

H
3
0

1
8
.3

R
3

2
2
.4

2
R
4

2
2
.9

2
R
4

2
3
.1

6
★

2
3
.1

7
R
6

2
4
.6

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

9
0

○
2
-
3

警
察

災
害

派
遣

隊
の

体
制

強
化

､航
空

機
等

装
備

資
機

材
の

整
備

高
度

化
即

応
部

隊
5
部

隊
･一

般
部

隊
6
部

隊
を

編
成

(H
2
6
)

％
H

2
6

1
0
0

H
2
6

1
0
0

-
-

H
2
6

1
0
0

★
-

-
R
6

1
0
0

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

警
察

に
お

け
る

災
害

警
備

実
施

に
関

す
る

規
程

の
運

用
に

つ
い

て
）

7
-
3

9
1

○
1
-
1

住
宅

の
耐

震
化

率
％

H
2
5

7
5

R
2

8
4

-
-

R
2

8
4

★
-

-
R
2

8
2

☆
土

木
建

築
部

（
大

分
県

住
生

活
基

本
計

画
）

（
大

分
県

耐
震

改
修

促
進

計
画

）

9
2

○
1
-
1

特
定

建
築

物
の

耐
震

化
率

％
H

3
0

8
9

R
2

9
0

-
-

R
2

9
0

-
-

R
7

9
7

土
木

建
築

部
（
大

分
県

耐
震

改
修

促
進

計
画

）

9
3

○
3
-
1

自
起

動
式

発
動

発
電

機
の

整
備

台
数

台
H

3
0

4
2

R
3

8
1

R
4

1
0
1

R
4

1
0
0

R
5

1
0
1

R
5

1
0
1

警
察

本
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

9
4

○
3
-
1

可
搬

式
発

動
発

電
機

の
整

備
台

数
台

H
3
0

5
1

R
3

8
5

R
4

9
5

R
4

9
5

★
R
5

-
R
4

9
5

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

7
-
4

9
5

◎
た

め
池

の
改

修
箇

所
数

箇
所

H
3
0

5
3
0

R
3

5
4
7

R
4

5
5
3

R
4

5
5
4

★
R
5

5
6
1

R
6

5
6
5

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

9
6

○
1
-
5

た
め

池
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
た

箇
所

数
箇

所
H

3
0

5
3
6

R
3

9
2
0

R
4

1
0
1
3

R
4

1
0
1
3

★
-

-
R
4

1
0
1
3

☆
農

林
水

産
部

（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

7
-
5

9
7

総
合

防
災

訓
練

の
実

施
回

毎
年

1
毎

年
度

0
毎

年
度

1
毎

年
度

1
★

毎
年

度
1

毎
年

度
1

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

9
8

原
子

力
防

災
訓

練
の

実
施

回
毎

年
1

毎
年

度
1

毎
年

度
1

毎
年

度
1

★
毎

年
度

1
毎

年
度

1
☆

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

7
-
6

9
9

○
7
-
4

た
め

池
の

改
修

箇
所

数
箇

所
H

3
0

5
3
0

R
3

5
4
7

R
4

5
5
3

R
4

5
5
4

★
R
5

5
6
1

R
6

5
6
5

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

1
0
0

○
5
-
5

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

の
協

定
面

積
h
a

H
3
0

2
4
,0

0
0

R
3

2
4
,3

3
3

R
4

2
6
,9

0
0

R
4

2
4
,2

1
5

R
5

2
7
,6

0
0

R
6

2
8
,0

0
0

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

1
0
1

○
6
-
4

林
道

等
の

整
備

延
長

㎞
H

3
0

2
,5

3
5

R
3

2
,5

9
9

R
4

2
,6

6
3

R
4

2
,6

2
1

R
5

2
,6

9
4

R
6

2
,7

2
5

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

1
0
2

○
1
-
5

山
地

災
害

危
険

地
区

の
整

備
地

区
数

地
区

H
3
0

2
,1

7
2

R
3

2
,1

9
6

R
4

2
,2

2
7

R
4

2
,2

2
2

R
5

2
,2

3
8

R
6

2
,2

5
5

農
林

水
産

部
（
農

林
水

産
業

振
興

計
画

）

制
御

不
能

な
複

合
災

害
･二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

地
震

に
伴

う
市

街
地

の
大

規
模

火
災

の
発

生
に

よ
る

多
数

の
死

傷
者

の
発

生

海
上

･臨
海

部
の

広
域

複
合

災
害

の
発

生

沿
線

･沿
道

の
建

物
倒

壊
に

伴
う

閉
塞

､地
下

構
造

物
の

倒
壊

等
に

伴
う

陥
没

に
よ

る
交

通
麻

痺

た
め

池
､防

災
施

設
､天

然
ダ

ム
等

の
損

壊
･機

能
不

全
や

堆
積

し
た

土
砂

､火
山

噴
出

物
の

流
出

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

有
害

物
質

の
大

規
模

拡
散

･流
出

に
よ

る
被

害
の

拡
大

農
地

･森
林

等
の

荒
廃

に
よ

る
被

害
の

拡
大
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年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

年
度

値
年

度
値

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

　
代

表
的

な
指

標
の

進
捗

状
況

指
標

番
号

再
掲

再
掲

元
指

標
番

号
指

標
単

位
計

画
改

訂
時

現
状

値
（
R
4
）

R
4

達
成

目
標

値
（
R
5
）

目
標

値
達

成
所

管
部

局
（
所

管
部

局
の

計
画

等
）

現
状

値
（
R
3
）

目
標

値
（
R
4
）

資
料

１

8 8
-
1

1
0
3

災
害

廃
棄

物
発

生
推

計
量

を
充

足
す

る
仮

置
場

候
補

地
を

確
保

し
た

市
町

村
数

市
町

村
H

3
0

1
7

R
1

1
8

－
－

R
1

1
8

★
-

-
R
1

1
8

☆
生

活
環

境
部

（
大

分
県

地
域

強
靱

化
計

画
（
改

訂
）
に

基
づ

き
設

定
し

た
指

標
）

8
-
2

1
0
4

就
労

環
境

の
改

善
等

を
図

っ
た

建
設

業
者

数
業

者
H

3
0

6
1

R
3

2
1
7

R
4

2
5
0

R
4

2
4
5

R
5

2
8
0

R
6

3
2
0

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
2
0
1
5
（
改

訂
）
）

8
-
3

1
0
5

自
主

防
災

組
織

率
％

H
3
0

9
7
.2

3
R
3

9
7
.9

R
4

9
9
.5

R
4

9
8
.2

R
5

1
0
0

R
5

1
0
0

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

1
0
6

自
主

防
災

組
織

避
難

訓
練

等
実

施
率

％
H

3
0

7
9
.3

R
3

4
5
.6

R
4

9
0

R
4

6
7
.4

R
5

9
0

R
6

9
0

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

1
0
7

自
主

防
災

組
織

避
難

訓
練

等
実

施
率

[津
波

浸
水

想
定

区
域

]
％

H
3
0

9
1
.4

R
3

6
8
.0

R
4

1
0
0

R
4

7
9
.0

R
5

1
0
0

R
6

1
0
0

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

1
0
8

自
主

防
災

組
織

等
（
住

民
3
0
人

以
上

）
へ

の
防

災
士

確
保

割
合

％
H

3
0

7
4
.8

R
3

7
9
.8

R
4

9
5

R
4

8
0
.6

R
5

1
0
0

R
5

1
0
0

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

1
0
9

防
災

士
資

格
取

得
者

数
人

H
3
0

1
0
,4

3
2

R
3

1
2
,3

2
6

R
4

1
4
,2

0
0

R
4

1
2
,9

4
3

R
5

1
5
,1

0
0

R
6

1
6
,0

0
0

企
画

振
興

部
（
大

分
県

長
期

総
合

計
画

）

1
1
0

防
災

士
に

お
け

る
女

性
防

災
士

の
割

合
％

H
3
0

1
4
.7

R
3

1
5
.5

R
4

1
9

R
4

1
6

R
5

2
0

R
5

2
0

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

1
1
1

○
2
-
3

消
防

団
員

の
条

例
定

数
に

対
す

る
割

合
％

H
3
0

9
1
.7

R
3

8
7
.9

Ｒ
４

9
1
.7

Ｒ
４

8
6
.5

Ｒ
５

9
1
.7

R
5

9
1
.7

生
活

環
境

部
（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

1
1
2

○
2
-
3

警
察

災
害

派
遣

隊
の

体
制

強
化

､航
空

機
等

装
備

資
機

材
の

整
備

高
度

化
即

応
部

隊
5
部

隊
･一

般
部

隊
6
部

隊
を

編
成

(H
2
6
)

％
H

2
6

1
0
0

H
2
6

1
0
0

-
-

H
2
6

1
0
0

★
-

-
R
6

1
0
0

☆
警

察
本

部
（
大

分
県

警
察

に
お

け
る

災
害

警
備

実
施

に
関

す
る

規
程

の
運

用
に

つ
い

て
）

8
-
4

1
1
3

○
1
-
3

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
延

長
（
農

林
水

産
部

所
管

）
㎞

H
3
0

8
.4

R
3

9
R
4

9
.2

R
4

9
.2

★
R
5

9
.4

R
6

9
.8

農
林

水
産

部
（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

1
1
4

○
1
-
3

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
延

長
（
土

木
建

築
部

所
管

）
㎞

H
3
0

1
8
.3

R
3

2
2
.4

2
R
4

2
2
.9

2
R
4

2
3
.1

6
★

2
3
.1

7
R
6

2
4
.6

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
プ

ラ
ン

2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
大

分
県

海
岸

保
全

基
本

計
画

）

1
1
5

○
1
-
4

下
水

道
に

よ
る

都
市

浸
水

対
策

達
成

率
％

H
2
9

4
8

Ｒ
3

6
7

R
4

6
7

R
4

6
7

★
R
5

6
7

R
7

6
8

土
木

建
築

部
（
社

会
資

本
重

点
整

備
計

画
）

1
1
6

○
1
-
4

内
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

･公
表

し
た

市
町

村
の

数
市

町
村

H
3
0

3
Ｒ

3
6

-
-

R
3

6
★

-
-

R
6

6
☆

土
木

建
築

部
（
社

会
資

本
重

点
整

備
計

画
）

1
1
7

○
1
-
4

浸
水

対
策

が
行

わ
れ

た
地

区
数

地
区

H
3
0

4
4

R
3

7
1

R
4

7
7

R
4

7
9

★
R
5

8
2

R
6

8
4

土
木

建
築

部
（
お

お
い

た
土

木
未

来
2
0
1
5
（
改

訂
）
）

（
河

川
整

備
基

本
方

針
・
河

川
整

備
計

画
）

1
1
8

○
1
-
4

高
潮

浸
水

想
定

区
域

図
を

公
表

し
た

市
町

村
の

数
市

町
村

H
3
0

0
R
3

1
2

-
-

R
3

1
2

★
-

-
R
2

1
2

☆
土

木
建

築
部

（
お

お
い

た
土

木
未

来
2
0
1
5
（
改

訂
）
）

8
-
5

1
1
9

文
化

財
の

保
存

・
活

用
に

関
す

る
市

町
村

の
地

域
計

画
の

策
定

数
市

町
村

H
3
0

0
R
3

1
R
4

5
R
4

7
★

R
5

1
0

R
6

1
8

教
育

庁
（
県

長
期

教
育

計
画

）

8
-
6

1
2
0

応
急

仮
設

住
宅

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

率
％

H
3
0

0
R
2

1
0
0

-
-

R
2

1
0
0

★
-

-
R
2

1
0
0

☆
土

木
建

築
部

・
福

祉
保

健
部

（
大

分
県

地
震

・
津

波
防

災
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

大
量

に
発

生
す

る
災

害
廃

棄
物

の
処

理
の

停
滞

に
よ

り
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

社
会

･経
済

が
迅

速
か

つ
従

前
よ

り
強

靱
な

姿
で

復
興

で
き

る
条

件
を

整
備

す
る

復
興

を
支

え
る

人
材

等
（
専

門
家

､コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

､労
働

者
､地

域
に

精
通

し
た

技
術

者
等

）
の

不
足

､よ
り

良
い

復
興

に
向

け
た

ビ
ジ

ョ
ン

の
欠

如
等

に
よ

り
復

興
で

き
な

く
な

る
事

態

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
､治

安
の

悪
化

等
に

よ
り

復
旧

･復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態

広
域

地
盤

沈
下

等
に

よ
る

広
域

･長
期

に
わ

た
る

浸
水

被
害

の
発

生
に

よ
り

復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態

貴
重

な
文

化
財

や
環

境
的

資
産

の
喪

失
､地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

崩
壊

等
に

よ
る

有
形

･無
形

の
文

化
の

衰
退

･喪
失

事
業

用
地

の
取

得
､仮

設
住

宅
･仮

店
舗

･仮
事

業
所

等
の

整
備

が
進

ま
ず

復
興

が
大

幅
に

遅
れ

る
事

態

27



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名

○
本

庁
衛

生
委

員
会

及
び

衛
生

部
会

に
よ

る
職

場
巡

視
を

通
じ

て
、

執
務

室
及

び
会

議
室

等
の

共
有

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

、
耐

震
能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。
○

本
庁

衛
生

委
員

会
及

び
衛

生
部

会
に

よ
る

職
場

巡
視

を
通

じ
て

、
執

務
室

及
び

会
議

室
等

の
共

有
ス

ペ
ー

ス
に

つ
い

て
、

耐
震

能
力

の
更

な
る

向
上

を
図

る
。

福
祉

保
健

部

○
木

造
住

宅
の

耐
震

化
率

向
上

の
た

め
、

県
民

へ
の

周
知

啓
発

及
び

住
宅

耐
震

化
補

助
制

度
に

よ
る

支
援

、
不

特
定

多
数

の
者

が
利

用
す

る
大

規
模

な
ホ

テ
ル

・
旅

館
に

対
し

て
耐

震
改

修
制

度
に

よ
る

支
援

及
び

住
宅

地
に

お
け

る
倒

壊
の

危
険

の
あ

る
ブ

ロ
ッ

ク
塀

に
対

し
て

除
却

補
助

制
度

に
よ

る
支

援
を

実
施

し
た

。

○
住

宅
の

耐
震

化
率

向
上

の
た

め
、

木
造

住
宅

の
耐

震
化

へ
の

補
助

を
継

続
し

、
住

宅
の

耐
震

化
に

係
る

各
種

支
援

施
策

等
の

周
知

、
啓

発
を

行
う

こ
と

で
、

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
不

特
定

多
数

の
者

が
利

用
す

る
ホ

テ
ル

・
旅

館
等

の
大

規
模

な
建

築
物

に
つ

い
て

は
、

施
設

所
有

者
が

行
う

耐
震

化
に

要
す

る
経

費
の

経
済

的
負

担
が

大
き

い
こ

と
を

考
慮

し
、

補
助

制
度

に
よ

る
支

援
の

継
続

と
合

わ
せ

て
適

切
な

指
導

、
助

言
を

行
い

、
耐

震
化

を
促

進
す

る
。

倒
壊

の
危

険
の

あ
る

ブ
ロ

ッ
ク

塀
に

つ
い

て
も

、
除

却
費

へ
の

補
助

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
安

全
性

の
高

い
ブ

ロ
ッ

ク
塀

へ
の

建
替

え
を

促
進

す
る

。

土
木

建
築

部

○
施

設
利

用
者

の
安

全
を

確
保

し
、

地
震

後
も

使
用

可
能

な
状

態
と

す
る

た
め

、
別

府
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
吊

り
天

井
改

修
計

画
委

託
を

実
施

し
た

。
○

県
有

建
築

物
の

吊
り

天
井

等
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
を

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

○
国

東
警

察
署

建
替

工
事

が
令

和
３

年
度

に
終

了
。

警
察

署
の

耐
震

化
率

は
、

１
０

０
％

達
成

。
－

警
察

本
部

○
避

難
所

と
し

て
利

用
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
高

齢
者

福
祉

施
設

に
つ

い
て

、
未

耐
震

化
施

設
の

耐
震

化
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
国

の
補

助
制

度
と

そ
の

活
用

の
周

知
を

行
っ

た
。

○
避

難
所

と
し

て
利

用
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
高

齢
者

福
祉

施
設

に
つ

い
て

、
未

耐
震

化
施

設
の

耐
震

化
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
国

の
補

助
制

度
と

そ
の

活
用

の
周

知
を

行
う

。
福

祉
保

健
部

○
令

和
5
年

度
実

施
予

定
の

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

の
吊

り
天

工
事

の
発

注
、

関
係

者
と

の
調

整
を

行
い

、
工

事
に

着
手

し
た

。
○

総
合

文
化

セ
ン

タ
ー

の
吊

り
天

井
工

事
を

実
施

す
る

。
企

画
振

興
部

○
大

規
模

災
害

時
の

電
柱

倒
壊

を
防

ぐ
た

め
、

国
道

5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
無

電
柱

化
を

推
進

し
た

。
○

大
規

模
災

害
時

の
電

柱
倒

壊
を

防
ぐ

た
め

国
道

5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
無

電
柱

化
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
大

規
模

盛
土

造
成

地
が

あ
る

市
町

に
お

い
て

、
現

地
踏

査
・
優

先
度

評
価

等
に

よ
り

詳
細

調
査

が
必

要
な

宅
地

の
把

握
を

完
了

さ
せ

た
。

○
大

規
模

盛
土

造
成

地
が

あ
る

市
町

に
お

い
て

、
現

地
踏

査
・
優

先
度

評
価

等
の

結
果

を
も

と
に

、
地

盤
調

査
及

び
安

定
計

算
に

よ
る

滑
動

崩
落

の
お

そ
れ

の
あ

る
大

規
模

盛
土

造
成

地
の

抽
出

、
経

過
観

察
を

行
う

。
土

木
建

築
部

○
令

和
４

年
度

総
合

防
災

訓
練

（
図

上
訓

練
）
を

通
じ

て
、

部
内

各
課

室
及

び
総

合
調

整
室

要
員

等
を

担
当

す
る

職
員

そ
れ

ぞ
れ

の
災

害
対

応
業

務
の

具
体

的
な

内
容

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

っ
た

。

○
毎

年
度

実
施

さ
れ

る
総

合
防

災
訓

練
（
図

上
訓

練
）
を

通
じ

て
、

部
内

各
課

室
及

び
総

合
調

整
室

要
員

等
を

担
当

す
る

職
員

そ
れ

ぞ
れ

の
災

害
対

応
業

務
の

具
体

的
な

内
容

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
対

応
能

力
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
福

祉
保

健
部

○
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
（
L
ア

ラ
ー

ト
）
を

活
用

し
た

災
害

情
報

の
提

供
と

し
て

、
「
情

報
収

集
・
伝

達
訓

練
及

び
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

全
国

合
同

訓
練

」
に

つ
い

て
、

新
た

な
避

難
情

報
等

に
留

意
し

つ
つ

実
施

し
た

。
ま

た
、

V
R

技
術

を
活

用
し

た
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

（
風

水
害

・
地

震
・
津

波
）
に

よ
る

啓
発

と
し

て
、

V
R

ゴ
ー

グ
ル

や
Y
o
u
T
u
be

を
活

用
し

た
普

及
活

動
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

全
国

瞬
時

警
報

シ
ス

テ
ム

（
J
ア

ラ
ー

ト
）
を

活
用

し
た

国
民

保
護

に
関

す
る

情
報

及
び

自
然

災
害

に
関

す
る

情
報

の
提

供
と

し
て

、
市

町
村

に
対

し
、

J
ア

ラ
ー

ト
の

全
国

一
斉

情
報

伝
達

試
験

等
へ

の
参

加
、

試
験

結
果

の
検

証
及

び
発

生
し

た
課

題
へ

の
適

切
な

対
応

を
働

き
か

け
た

。

○
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
（
L
ア

ラ
ー

ト
）
を

活
用

し
た

災
害

情
報

の
提

供
と

し
て

、
「
情

報
収

集
・
伝

達
訓

練
及

び
Ｌ

ア
ラ

ー
ト

全
国

合
同

訓
練

」
に

つ
い

て
、

新
た

な
避

難
情

報
等

に
留

意
し

つ
つ

実
施

す
る

。
ま

た
、

V
R

技
術

を
活

用
し

た
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

（
風

水
害

・
地

震
・
津

波
）
に

よ
る

啓
発

と
し

て
、

V
R

ゴ
ー

グ
ル

や
Y
o
u
T
u
be

を
活

用
し

た
普

及
活

動
を

行
う

。
さ

ら
に

、
全

国
瞬

時
警

報
シ

ス
テ

ム
（
J
ア

ラ
ー

ト
）
を

活
用

し
た

国
民

保
護

に
関

す
る

情
報

及
び

自
然

災
害

に
関

す
る

情
報

の
提

供
と

し
て

、
市

町
村

に
対

し
、

J
ア

ラ
ー

ト
の

全
国

一
斉

情
報

伝
達

試
験

等
へ

の
参

加
、

試
験

結
果

の
検

証
及

び
発

生
し

た
課

題
へ

の
適

切
な

対
応

を
働

き
か

け
る

。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
突

発
的

な
災

害
が

起
こ

っ
た

際
の

来
庁

者
及

び
職

員
の

災
害

対
応

能
力

の
向

上
を

図
り

、
パ

ニ
ッ

ク
に

よ
る

被
害

の
軽

減
、

二
次

的
災

害
の

発
生

等
を

防
止

す
る

た
め

、
令

和
４

年
１

１
月

に
県

庁
舎

総
合

防
災

訓
練

を
行

っ
た

。

○
突

発
的

な
災

害
が

起
こ

っ
た

際
の

来
庁

者
及

び
職

員
の

災
害

対
応

能
力

の
向

上
を

図
り

、
パ

ニ
ッ

ク
に

よ
る

被
害

の
軽

減
、

二
次

的
災

害
の

発
生

等
を

防
止

す
る

た
め

、
県

庁
舎

総
合

防
災

訓
練

を
行

う
。

会
計

管
理

局

○
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

に
留

意
し

な
が

ら
、

院
内

に
お

い
て

４
年

ぶ
り

に
実

動
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
訓

練
に

は
２

次
救

急
医

療
機

関
の

医
師

も
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

し
て

も
ら

い
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
も

図
っ

た
。

○
浸

水
対

策
の

一
環

で
地

下
に

設
置

し
て

あ
っ

た
自

家
発

電
機

等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

設
備

を
高

架
化

（
R

5
.6

完
成

予
定

）
。

○
９

月
に

行
わ

れ
る

政
府

総
合

訓
練

と
連

動
し

、
院

内
に

お
い

て
も

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
。

○
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
設

備
の

高
架

化
工

事
の

完
了

。
病

院
局

起
き

て
は

な
ら

な
い

最
悪

の
事

態
事

前
に

備
え

る
べ

き
目

標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

1
直

接
死

を
最

大
限

防
ぐ

1
-
1

住
宅

・
建

物
・
交

通
施

設
等

の
複

合
的

・
大

規
模

倒
壊

や
不

特
定

多
数

が
集

ま
る

施
設

の
倒

壊
に

よ
る

多
数

の
死

傷
者

の
発

生

28



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

1
-
1

住
宅

・
建

物
・
交

通
施

設
等

の
複

合
的

・
大

規
模

倒
壊

や
不

特
定

多
数

が
集

ま
る

施
設

の
倒

壊
に

よ
る

多
数

の
死

傷
者

の
発

生

○
災

害
の

脅
威

か
ら

身
を

守
り

、
地

域
で

共
に

助
け

合
う

こ
と

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

よ
り

実
践

的
な

防
災

教
育

や
防

災
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

中
心

に
避

難
訓

練
を

行
っ

た
。

具
体

的
に

は
、

防
災

教
育

モ
デ

ル
校

を
指

定
し

、
Ｇ

ＩＳ
（
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
）
を

活
用

し
た

学
校

周
辺

の
安

全
マ

ッ
プ

の
作

成
な

ど
実

践
的

な
防

災
教

育
や

を
行

っ
た

。
ま

た
、

学
校

防
災

出
前

講
座

で
は

、
防

災
の

専
門

家
を

派
遣

し
、

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

た
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
や

安
全

マ
ッ

プ
作

り
等

を
行

な
う

こ
と

で
、

防
災

教
育

の
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
養

成
事

業
で

は
、

県
立

学
校

６
校

か
ら

防
災

リ
ー

ダ
ー

を
選

任
し

、
生

徒
に

よ
る

主
体

的
な

防
災

の
取

組
み

を
推

進
し

た
。

新
規

の
防

災
リ

ー
ダ

ー
校

３
校

か
ら

防
災

リ
ー

ダ
ー

２
名

を
東

日
本

大
震

災
の

被
災

地
へ

派
遣

し
、

現
地

を
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
し

た
り

、
震

災
遺

構
・
伝

承
館

で
語

り
部

の
話

を
聞

い
た

り
す

る
等

、
体

験
的

、
実

践
的

な
防

災
学

習
を

実
施

し
た

。

○
児

童
生

徒
が

よ
り

主
体

的
に

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

た
防

災
教

育
に

取
組

ん
で

い
け

る
よ

う
に

、
学

校
周

辺
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

及
び

防
災

マ
ッ

プ
の

作
成

等
実

践
的

な
防

災
教

育
を

進
め

て
い

く
。

昨
年

度
ま

で
の

モ
デ

ル
事

業
で

得
ら

れ
た

好
事

例
を

モ
デ

ル
校

以
外

の
学

校
で

も
、

取
組

み
が

進
む

よ
う

に
Ｈ

Ｐ
等

で
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

く
。

今
年

度
の

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
養

成
事

業
で

は
、

県
内

の
大

学
と

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
校

6
校

の
生

徒
と

が
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

、
実

践
的

な
防

災
教

育
を

推
進

す
る

。
教

育
庁

○
総

合
文

化
セ

ン
タ

ー
と

県
立

美
術

館
に

つ
い

て
は

、
消

防
計

画
及

び
安

全
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
も

と
に

、
来

館
者

、
職

員
（
警

備
等

第
三

者
委

託
業

者
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

含
む

）
を

対
象

と
し

た
避

難
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
図

上
防

災
訓

練
(防

災
研

修
）
、

消
防

署
員

に
よ

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

講
習

を
を

実
施

し
、

職
員

の
防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
た

。

○
消

防
計

画
に

基
づ

き
、

火
災

等
災

害
の

予
防

を
図

る
と

と
も

に
、

職
員

全
員

（
警

備
等

第
三

者
委

託
業

者
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

含
む

）
へ

の
防

災
研

修
や

A
E
D

講
習

を
実

施
す

る
。

企
画

振
興

部

○
県

庁
舎

等
総

合
防

災
訓

練
を

活
用

し
、

自
衛

消
防

隊
員

そ
れ

ぞ
れ

の
対

応
内

容
を

改
め

て
把

握
す

る
こ

と
で

、
火

災
へ

の
対

応
能

力
向

上
を

図
っ

た
。

○
県

庁
舎

等
総

合
防

災
訓

練
を

活
用

し
、

自
衛

消
防

隊
員

そ
れ

ぞ
れ

の
対

応
内

容
を

改
め

て
把

握
す

る
こ

と
で

、
火

災
へ

の
対

応
能

力
向

上
を

図
る

。
福

祉
保

健
部

○
突

発
的

な
災

害
が

起
こ

っ
た

際
の

来
庁

者
及

び
職

員
の

災
害

対
応

能
力

の
向

上
を

図
り

、
パ

ニ
ッ

ク
に

よ
る

被
害

の
軽

減
、

二
次

的
災

害
の

発
生

等
を

防
止

す
る

た
め

、
令

和
４

年
１

１
月

に
県

庁
舎

総
合

防
災

訓
練

を
行

っ
た

。

○
突

発
的

な
災

害
が

起
こ

っ
た

際
の

来
庁

者
及

び
職

員
の

災
害

対
応

能
力

の
向

上
を

図
り

、
パ

ニ
ッ

ク
に

よ
る

被
害

の
軽

減
、

二
次

的
災

害
の

発
生

等
を

防
止

す
る

た
め

、
県

庁
舎

総
合

防
災

訓
練

を
行

う
。

会
計

管
理

局

○
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

に
留

意
し

な
が

ら
、

院
内

に
お

い
て

４
年

ぶ
り

に
実

動
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
訓

練
に

は
２

次
救

急
医

療
機

関
の

医
師

も
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

し
て

も
ら

い
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
も

図
っ

た
。

○
９

月
に

行
わ

れ
る

政
府

総
合

訓
練

と
連

動
し

、
院

内
に

お
い

て
も

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
。

病
院

局

○
災

害
の

脅
威

か
ら

身
を

守
り

、
地

域
で

共
に

助
け

合
う

こ
と

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

よ
り

実
践

的
な

防
災

教
育

や
防

災
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

中
心

に
避

難
訓

練
を

行
っ

た
。

具
体

的
に

は
、

防
災

教
育

モ
デ

ル
校

を
指

定
し

、
Ｇ

ＩＳ
（
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
）
を

活
用

し
た

学
校

周
辺

の
安

全
マ

ッ
プ

の
作

成
な

ど
実

践
的

な
防

災
教

育
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

校
防

災
出

前
講

座
で

は
、

防
災

の
専

門
家

を
派

遣
し

、
地

域
の

災
害

リ
ス

ク
を

踏
ま

え
た

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

や
安

全
マ

ッ
プ

作
り

等
を

行
な

う
こ

と
で

、
防

災
教

育
の

意
識

向
上

を
図

っ
た

。
高

校
生

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

事
業

で
は

、
県

立
学

校
６

校
か

ら
防

災
リ

ー
ダ

ー
を

選
任

し
、

生
徒

に
よ

る
主

体
的

な
防

災
の

取
組

み
を

推
進

し
た

。
新

規
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

校
３

校
か

ら
防

災
リ

ー
ダ

ー
２

名
を

東
日

本
大

震
災

の
被

災
地

へ
派

遣
し

、
現

地
を

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

し
た

り
、

震
災

遺
構

・
伝

承
館

で
語

り
部

の
話

を
聞

い
た

り
す

る
等

、
体

験
的

、
実

践
的

な
防

災
学

習
を

実
施

し
た

。

○
児

童
生

徒
が

よ
り

主
体

的
に

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

た
防

災
教

育
に

取
組

ん
で

い
け

る
よ

う
に

、
学

校
周

辺
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

及
び

防
災

マ
ッ

プ
の

作
成

等
実

践
的

な
防

災
教

育
を

進
め

て
い

く
。

昨
年

度
ま

で
の

モ
デ

ル
事

業
で

得
ら

れ
た

好
事

例
を

モ
デ

ル
校

以
外

の
学

校
で

も
、

取
組

み
が

進
む

よ
う

に
Ｈ

Ｐ
等

で
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

く
。

今
年

度
の

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
養

成
事

業
で

は
、

県
内

の
大

学
と

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
校

6
校

の
生

徒
と

が
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

、
実

践
的

な
防

災
教

育
を

推
進

す
る

。
教

育
庁

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
防

災
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
強

化
の

た
め

、
都

市
の

骨
格

と
な

る
庄

の
原

佐
野

線
（
下

郡
工

区
）

等
の

県
内

の
街

路
整

備
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と

な
る

都
市

公
園

の
計

画
的

な
整

備
・
更

新
･補

修
を

実
施

し
た

。

○
庄

の
原

佐
野

線
（
下

郡
工

区
）
等

の
都

市
の

骨
格

と
な

る
街

路
の

整
備

に
よ

る
防

災
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
強

化
及

び
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と

な
る

都
市

公
園

の
計

画
的

な
整

備
・
更

新
･補

修
を

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

○
県

民
安

全
・
安

心
メ

ー
ル

（
S
N

S
を

含
む

）
及

び
防

災
ア

プ
リ

に
よ

る
情

報
の

配
信

と
し

て
、

登
録

数
の

増
加

及
び

防
災

情
報

収
集

ツ
ー

ル
複

数
所

持
の

促
進

を
図

る
た

め
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
い

て
積

極
的

な
普

及
啓

発
を

推
進

し
た

。

○
県

民
安

全
・
安

心
メ

ー
ル

（
S
N

S
を

含
む

）
及

び
防

災
ア

プ
リ

に
よ

る
情

報
の

配
信

と
し

て
、

登
録

数
の

増
加

及
び

防
災

情
報

収
集

ツ
ー

ル
複

数
所

持
の

促
進

を
図

る
た

め
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
に

お
い

て
積

極
的

な
普

及
啓

発
を

推
進

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

1
-
2

密
集

市
街

地
や

不
特

定
多

数
が

集
ま

る
施

設
に

お
け

る
大

規
模

火
災

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

1
直

接
死

を
最

大
限

防
ぐ
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
南

海
ト

ラ
フ

の
東

側
で

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
8
.0

以
上

の
地

震
が

発
生

（
半

割
れ

）
し

た
場

合
に

、
事

前
避

難
の

対
象

地
域

と
な

る
大

分
市

、
佐

伯
市

、
臼

杵
市

、
津

久
見

市
に

お
け

る
避

難
対

策
等

の
具

体
的

な
内

容
の

検
討

に
係

る
支

援
、

各
種

媒
体

に
よ

る
「
お

お
い

た
防

災
ア

プ
リ

避
難

所
・

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
機

能
」
の

活
用

促
進

、
効

率
的

な
地

震
体

験
車

の
貸

出
計

画
作

成
や

市
町

村
職

員
等

を
対

象
と

し
た

地
震

体
験

車
の

操
作

説
明

会
の

開
催

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

対
策

に
つ

い
て

普
及

啓
発

を
図

る
防

災
活

動
推

進
講

演
会

の
開

催
、

、
県

内
の

イ
ベ

ン
ト

や
防

災
訓

練
等

で
の

疑
似

体
験

ツ
ー

ル
（
地

震
体

験
車

、
防

災
Ｖ

Ｒ
）
の

活
用

促
進

等
を

実
施

し
た

。

○
南

海
ト

ラ
フ

の
東

側
で

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
8
.0

以
上

の
地

震
が

発
生

（
半

割
れ

）
し

た
場

合
に

、
事

前
避

難
の

対
象

地
域

と
な

る
大

分
市

、
佐

伯
市

、
臼

杵
市

、
津

久
見

市
に

お
け

る
避

難
対

策
等

の
具

体
的

な
内

容
の

検
討

に
係

る
支

援
、

各
種

媒
体

に
よ

る
「
お

お
い

た
防

災
ア

プ
リ

避
難

所
・

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
機

能
」
の

活
用

促
進

、
効

率
的

な
地

震
体

験
車

の
貸

出
計

画
作

成
や

市
町

村
職

員
等

を
対

象
と

し
た

地
震

体
験

車
の

操
作

説
明

会
の

開
催

、
県

内
の

イ
ベ

ン
ト

や
防

災
訓

練
等

で
の

疑
似

体
験

ツ
ー

ル
（
地

震
体

験
車

、
防

災
Ｖ

Ｒ
）
の

活
用

促
進

等
を

実
施

す
る

。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
老

朽
化

し
た

消
波

堤
施

設
の

機
能

保
全

工
事

を
実

施
し

た
（
L
＝

1
1
6
ｍ

）

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
老

朽
化

し
た

消
波

堤
施

設
の

機
能

保
全

工
事

を
予

定
（
L
＝

2
9
2
ｍ

）

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。

農
林

水
産

部

○
海

岸
保

全
施

設
に

お
い

て
、

波
浪

･高
潮

･侵
食

対
策

の
み

な
ら

ず
､比

較
的

発
生

頻
度

の
高

い
津

波
に

つ
い

て
も

対
応

し
た

施
設

整
備

の
推

進
を

図
っ

た
。

○
海

岸
保

全
施

設
に

お
い

て
、

波
浪

･高
潮

･侵
食

対
策

の
み

な
ら

ず
､比

較
的

発
生

頻
度

の
高

い
津

波
に

つ
い

て
も

対
応

し
た

施
設

整
備

を
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
海

岸
保

全
施

設
に

お
い

て
、

波
浪

･高
潮

･侵
食

対
策

の
み

な
ら

ず
､比

較
的

発
生

頻
度

の
高

い
津

波
に

つ
い

て
も

対
応

し
た

施
設

整
備

の
推

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
津

波
避

難
計

画
に

つ
い

て
、

守
江

港
と

日
出

港
の

２
港

で
津

波
避

難
計

画
の

策
定

を
行

っ
た

。

○
海

岸
保

全
施

設
に

お
い

て
、

波
浪

･高
潮

･侵
食

対
策

の
み

な
ら

ず
､比

較
的

発
生

頻
度

の
高

い
津

波
に

つ
い

て
も

対
応

し
た

施
設

整
備

を
継

続
す

る
。

ま
た

、
港

湾
に

お
け

る
津

波
避

難
計

画
の

策
定

を
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
災

害
の

脅
威

か
ら

身
を

守
り

、
地

域
で

共
に

助
け

合
う

こ
と

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

よ
り

実
践

的
な

防
災

教
育

や
防

災
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

中
心

に
避

難
訓

練
を

行
っ

た
。

具
体

的
に

は
、

防
災

教
育

モ
デ

ル
校

を
指

定
し

、
Ｇ

ＩＳ
（
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
）
を

活
用

し
た

学
校

周
辺

の
安

全
マ

ッ
プ

の
作

成
な

ど
実

践
的

な
防

災
教

育
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

校
防

災
出

前
講

座
で

は
、

防
災

の
専

門
家

を
派

遣
し

、
地

域
の

災
害

リ
ス

ク
を

踏
ま

え
た

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

や
安

全
マ

ッ
プ

作
り

等
を

行
な

う
こ

と
で

、
防

災
教

育
の

意
識

向
上

を
図

っ
た

。
高

校
生

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

事
業

で
は

、
県

立
学

校
６

校
か

ら
防

災
リ

ー
ダ

ー
を

選
任

し
、

生
徒

に
よ

る
主

体
的

な
防

災
の

取
組

み
を

推
進

し
た

。
新

規
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

校
３

校
か

ら
防

災
リ

ー
ダ

ー
２

名
を

東
日

本
大

震
災

の
被

災
地

へ
派

遣
し

、
現

地
を

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

し
た

り
、

震
災

遺
構

・
伝

承
館

で
語

り
部

の
話

を
聞

い
た

り
す

る
等

、
体

験
的

、
実

践
的

な
防

災
学

習
を

実
施

し
た

。

○
児

童
生

徒
が

よ
り

主
体

的
に

地
域

の
災

害
リ

ス
ク

を
踏

ま
え

た
防

災
教

育
に

取
組

ん
で

い
け

る
よ

う
に

、
学

校
周

辺
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

及
び

防
災

マ
ッ

プ
の

作
成

等
実

践
的

な
防

災
教

育
を

進
め

て
い

く
。

昨
年

度
ま

で
の

モ
デ

ル
事

業
で

得
ら

れ
た

好
事

例
を

モ
デ

ル
校

以
外

の
学

校
で

も
、

取
組

み
が

進
む

よ
う

に
Ｈ

Ｐ
等

で
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

く
。

今
年

度
の

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
養

成
事

業
で

は
、

県
内

の
大

学
と

高
校

生
防

災
リ

ー
ダ

ー
校

6
校

の
生

徒
と

が
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

、
実

践
的

な
防

災
教

育
を

推
進

す
る

。
教

育
庁

○
自

然
と

の
共

生
及

び
環

境
と

の
調

和
に

配
慮

し
た

河
川

堤
防

等
の

整
備

を
推

進
し

た
。

○
河

川
･海

岸
堤

防
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
､整

備
に

あ
た

っ
て

は
自

然
と

の
共

生
及

び
環

境
と

の
調

和
に

配
慮

す
る

｡
土

木
建

築
部

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。

農
林

水
産

部

○
既

存
ダ

ム
の

治
水

機
能

強
化

や
河

川
監

視
カ

メ
ラ

の
整

備
な

ど
、

ハ
ー

ド
整

備
と

ソ
フ

ト
対

策
が

一
体

と
な

っ
た

減
災

体
制

の
確

立
及

び
自

助
･共

助
･公

助
が

バ
ラ

ン
ス

良
く
機

能
し

た
減

災
対

策
を

推
進

し
た

｡

○
既

存
ダ

ム
の

治
水

機
能

強
化

や
防

災
情

報
の

提
供

な
ど

、
ハ

ー
ド

整
備

と
ソ

フ
ト

対
策

が
一

体
と

な
っ

た
減

災
体

制
の

確
立

及
び

自
助

･共
助

･公
助

が
バ

ラ
ン

ス
良

く
機

能
し

た
減

災
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

1
-
3

広
域

に
わ

た
る

大
規

模
津

波
等

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

1
直

接
死

を
最

大
限

防
ぐ

1
-
4

突
発

的
又

は
広

域
か

つ
長

期
的

な
市

街
地

等
の

浸
水

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
河

川
改

修
や

河
床

掘
削

･ダ
ム

建
設

な
ど

の
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

､県
内

の
要

対
策

箇
所

を
勘

案
し

、
既

存
施

設
を

有
効

活
用

す
る

な
ど

コ
ス

ト
縮

減
及

び
､投

資
効

果
の

高
い

箇
所

を
重

点
的

･集
中

的
に

推
進

し
た

｡

○
河

川
改

修
や

河
床

掘
削

･ダ
ム

建
設

な
ど

の
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

､県
内

の
要

対
策

箇
所

を
勘

案
し

、
既

存
施

設
を

有
効

活
用

す
る

な
ど

コ
ス

ト
縮

減
を

図
り

な
が

ら
､投

資
効

果
の

高
い

箇
所

に
重

点
的

･集
中

的
に

行
う

｡
土

木
建

築
部

○
8
地

区
に

お
い

て
過

去
に

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
地

域
の

河
川

改
修

を
完

了
さ

せ
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に

河
川

施
設

及
び

ダ
ム

が
機

能
停

止
に

陥
ら

な
い

た
め

の
対

策
等

を
推

進
し

た
｡

○
河

川
の

浸
水

被
害

の
解

消
及

び
軽

減
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に

河
川

施
設

及
び

ダ
ム

が
機

能
停

止
に

陥
ら

な
い

た
め

の
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

｡
土

木
建

築
部

○
県

下
の

中
小

河
川

1
2
0
河

川
に

お
い

て
、

想
定

最
大

規
模

の
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
に

着
手

し
、

浸
水

被
害

に
対

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。

○
実

効
性

の
あ

る
避

難
行

動
を

促
す

た
め

、
想

定
最

大
規

模
の

浸
水

想
定

区
域

図
を

作
成

･公
表

す
る

な
ど

浸
水

被
害

に
対

す
る

取
組

、
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

等
の

防
災

情
報

の
発

信
強

化
及

び
県

内
の

市
町

村
や

地
域

が
一

体
と

な
っ

た
浸

水
避

難
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

｡

土
木

建
築

部

○
令

和
4
年

度
に

は
、

大
分

市
に

お
い

て
想

定
最

大
規

模
降

雨
に

対
す

る
内

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

の
た

め
の

基
礎

調
査

を
行

っ
た

。
○

下
水

道
に

よ
る

浸
水

対
策

を
実

施
す

る
全

て
の

市
町

村
に

お
い

て
､想

定
最

大
規

模
降

雨
に

対
す

る
内

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
･公

表
の

取
組

を
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
近

年
の

激
甚

化
す

る
豪

雨
に

備
え

、
最

新
の

雨
量

統
計

の
解

析
結

果
を

踏
ま

え
､4

河
川

に
お

い
て

、
堤

防
補

強
を

含
む

河
川

改
修

等
の

抜
本

的
な

治
水

対
策

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
し

た
。

○
近

年
の

激
甚

化
す

る
豪

雨
に

備
え

、
最

新
の

雨
量

統
計

の
解

析
結

果
を

踏
ま

え
､治

水
ダ

ム
整

備
や

堤
防

補
強

を
含

む
河

川
改

修
等

の
抜

本
的

な
治

水
対

策
に

向
け

た
取

り
組

み
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

土
木

建
築

部

○
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
を

中
心

に
､多

く
の

関
係

者
の

事
前

の
備

え
と

連
携

強
化

に
よ

り
､複

合
的

な
災

害
に

も
多

層
的

に
備

え
､社

会
全

体
で

被
害

を
防

止
･軽

減
さ

せ
る

対
策

の
強

化
を

推
進

し
た

｡

○
 大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
を

中
心

に
､こ

れ
ま

で
の

災
害

を
検

証
し

、
多

く
の

関
係

者
の

事
前

の
備

え
と

連
携

強
化

に
よ

り
､複

合
的

な
災

害
に

も
多

層
的

に
備

え
､社

会
全

体
で

被
害

を
防

止
･軽

減
さ

せ
る

対
策

の
強

化
を

引
き

続
き

推
進

す
る

｡
土

木
建

築
部

○
火

山
噴

火
緊

急
減

災
対

策
砂

防
計

画
に

基
づ

き
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
監

視
カ

メ
ラ

を
鶴

見
岳

・
伽

藍
岳

に
3
基

、
九

重
山

に
1
基

設
置

し
た

。
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
は

噴
火

時
の

準
備

工
と

し
て

、
土

石
流

に
対

し
て

有
効

な
除

石
工

を
実

施
し

た
。

○
火

山
噴

火
緊

急
減

災
対

策
砂

防
計

画
に

基
づ

き
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
火

山
監

視
装

置
の

改
修

工
事

を
実

施
す

る
。

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

は
噴

火
時

の
準

備
工

と
し

て
、

土
石

流
に

対
し

て
有

効
な

除
石

工
を

推
進

す
る

。

土
木

建
築

部

○
九

重
山

噴
火

シ
ナ

リ
オ

見
直

し
に

伴
う

避
難

計
画

の
改

訂
や

火
山

避
難

促
進

施
設

の
指

定
基

準
策

定
、

鶴
見

岳
火

山
防

災
訓

練
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

火
山

防
災

の
充

実
や

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

を
図

っ
た

。

○
鶴

見
岳

火
山

防
災

訓
練

の
検

証
結

果
等

を
踏

ま
え

た
避

難
計

画
の

改
訂

や
伽

藍
岳

火
山

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
県

民
や

観
光

客
等

の
火

山
防

災
の

意
識

醸
成

を
図

る
た

め
啓

発
動

画
を

制
作

し
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

活
用

や
関

係
市

町
と

の
協

働
に

よ
る

広
報

活
動

を
行

う
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
土

砂
災

害
危

険
箇

所
外

に
存

在
す

る
砂

災
害

の
恐

れ
の

あ
る

箇
所

の
基

礎
調

査
を

実
施

し
た

。
併

せ
て

土
砂

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

早
期

完
成

に
向

け
、

市
町

村
へ

の
支

援
を

お
こ

な
っ

た
。

土
砂

災
害

避
難

促
進

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
7
箇

所
で

市
町

や
地

域
住

民
と

連
携

し
て

警
戒

区
域

の
確

認
や

避
難

訓
練

等
を

実
施

し
た

。
砂

防
施

設
整

備
（
ハ

ー
ド

対
策

）
に

つ
い

て
は

、
5
か

年
加

速
化

対
策

に
よ

り
、

加
速

化
前

に
比

べ
約

2
倍

の
箇

所
で

整
備

事
業

の
推

進
を

図
っ

た
。

○
土

砂
災

害
危

険
箇

所
外

に
存

在
す

る
砂

災
害

の
恐

れ
の

あ
る

箇
所

の
基

礎
調

査
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。
ま

た
、

土
砂

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

早
期

完
成

に
向

け
、

引
き

続
き

市
町

村
を

支
援

す
る

。
土

砂
災

害
避

難
促

進
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

複
数

の
市

町
村

に
お

い
て

避
難

訓
練

等
を

実
施

す
る

。
砂

防
施

設
整

備
（
ハ

ー
ド

対
策

）
に

つ
い

て
は

、
5
か

年
加

速
化

対
策

を
活

用
し

、
重

点
的

に
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
地

域
防

災
力

の
強

化
を

図
る

た
め

、
た

め
池

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
た

(9
3
箇

所
)。

○
令

和
4
年

度
ま

で
に

、
廃

止
工

事
実

施
中

の
た

め
池

を
除

く
全

て
の

防
災

重
点

農
業

用
た

め
池

1
,0

1
3
箇

所
に

つ
い

て
、

た
め

池
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

が
完

了
し

た
。

農
林

水
産

部

○
山

地
災

害
危

険
地

区
に

つ
い

て
、

治
山

施
設

等
に

よ
る

整
備

を
実

施
し

、
２

６
地

区
に

つ
い

て
完

了
し

た
。

○
山

地
災

害
危

険
地

区
に

お
い

て
、

引
き

続
き

効
率

的
・
効

果
的

な
施

設
等

の
整

備
を

推
進

す
る

。
農

林
水

産
部

○
災

害
の

発
生

が
懸

念
さ

れ
る

河
川

沿
の

人
工

林
６

地
区

、
尾

根
・
急

傾
斜

地
の

人
工

林
３

地
区

に
つ

い
て

の
森

林
整

備
を

実
施

し
た

。
○

河
川

沿
や

尾
根

・
急

傾
斜

地
の

人
工

林
に

お
い

て
、

危
険

性
が

高
い

要
望

箇
所

の
整

備
を

進
め

て
い

く
。

農
林

水
産

部

1
-
5

大
規

模
な

火
山

噴
火

・
土

砂
災

害
（
深

層
崩

壊
）
等

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

1
-
4

突
発

的
又

は
広

域
か

つ
長

期
的

な
市

街
地

等
の

浸
水

に
よ

る
多

数
の

死
傷

者
の

発
生

1
直

接
死

を
最

大
限

防
ぐ
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。
農

林
水

産
部

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
国

道
2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
糸

原
杵

築
線

の
松

ヶ
尾

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
し

て
い

く
。

土
木

建
築

部

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
陸

・
海

・
空

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

実
に

確
保

す
る

た
め

、
大

分
港

等
に

お
い

て
港

湾
施

設
の

改
修

等
を

推
進

し
た

。
○

陸
・
海

・
空

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

実
に

確
保

す
る

た
め

、
大

分
港

等
に

お
い

て
港

湾
施

設
の

改
修

等
を

引
き

続
き

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

○
道

路
啓

開
計

画
に

基
づ

き
、

作
業

可
能

人
員

や
保

有
機

材
な

ど
の

情
報

を
共

有
し

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

し
た

。
○

道
路

啓
開

計
画

に
基

づ
き

、
緊

急
交

通
路

を
通

行
す

る
た

め
に

必
要

な
緊

急
通

行
車

両
の

事
前

届
出

済
証

の
届

出
手

続
き

を
復

旧
作

業
に

従
事

す
る

建
設

会
社

に
促

す
。

ま
た

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

す
る

た
め

の
机

上
訓

練
を

実
施

す
る

。
土

木
建

築
部

○
大

分
県

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
圏

域
別

連
携

推
進

会
議

に
お

い
て

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

が
遅

れ
て

い
る

市
町

村
に

対
し

、
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

導
入

及
び

水
道

料
金

の
見

直
し

等
に

よ
る

費
用

の
確

保
を

指
導

し
、

こ
れ

ら
ハ

ー
ド

対
策

等
を

進
め

る
よ

う
促

進
し

た
。

○
大

分
県

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

が
遅

れ
て

い
る

市
町

村
に

対
し

、
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

導
入

及
び

水
道

料
金

の
見

直
し

等
に

よ
る

費
用

の
確

保
を

指
導

し
、

耐
震

化
計

画
の

策
定

や
水

道
施

設
の

計
画

的
な

更
新

等
の

促
進

を
継

続
す

る
。

生
活

環
境

部

○
自

然
災

害
の

発
生

に
備

え
、

ハ
ウ

ス
の

補
強

対
策

な
ど

に
つ

い
て

、
研

修
会

や
担

当
者

会
議

で
取

組
推

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
災

害
時

の
物

流
体

制
及

び
物

流
拠

点
施

設
で

あ
る

大
分

青
果

セ
ン

タ
ー

（
大

分
市

大
在

）
の

機
能

強
化

に
つ

い
て

、
計

画
の

具
体

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

国
の

補
助

事
業

を
申

請
し

、
交

付
決

定
を

受
け

る
な

ど
、

増
設

工
事

の
令

和
５

年
度

着
工

に
向

け
た

準
備

を
行

っ
た

。

○
食

料
供

給
の

た
め

の
栽

培
施

設
（
イ

ン
フ

ラ
）
の

強
靱

化
を

図
る

た
め

、
国

庫
事

業
等

を
活

用
し

、
農

業
用

施
設

の
補

強
等

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
災

害
時

の
物

流
体

制
及

び
物

流
拠

点
施

設
の

機
能

維
持

の
た

め
、

国
の

補
助

事
業

を
活

用
し

た
大

分
青

果
セ

ン
タ

ー
の

増
設

工
事

を
完

了
さ

せ
、

機
能

強
化

に
よ

る
集

出
荷

能
力

等
の

向
上

を
図

る
。

農
林

水
産

部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
機

能
確

保
を

図
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

ま
た

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
糸

原
杵

築
線

の
松

ヶ
尾

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
優

先
啓

開
ル

ー
ト

の
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
し

た
。

○
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

糸
原

杵
築

線
の

松
ヶ

尾
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

優
先

啓
開

ル
ー

ト
の

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
個

別
施

設
計

画
を

基
に

農
道

橋
や

農
道

ト
ン

ネ
ル

の
適

切
な

管
理

・
保

全
対

策
の

実
施

を
推

進
し

た
。

○
個

別
施

設
計

画
を

基
に

農
道

橋
や

農
道

ト
ン

ネ
ル

の
適

切
な

管
理

・
保

全
対

策
の

実
施

を
推

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
道

路
啓

開
計

画
に

基
づ

き
、

作
業

可
能

人
員

や
保

有
機

材
な

ど
の

情
報

を
共

有
し

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

し
た

。
○

道
路

啓
開

計
画

に
基

づ
き

、
緊

急
交

通
路

を
通

行
す

る
た

め
に

必
要

な
緊

急
通

行
車

両
の

事
前

届
出

済
証

の
届

出
手

続
き

を
復

旧
作

業
に

従
事

す
る

建
設

会
社

に
促

す
。

ま
た

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

す
る

た
め

の
机

上
訓

練
を

実
施

す
る

。
土

木
建

築
部

○
孤

立
集

落
対

策
と

し
て

、
津

波
避

難
特

別
強

化
地

域
の

3
市

に
お

い
て

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

し
、

救
援

ポ
イ

ン
ト

に
お

け
る

サ
イ

ン
旗

の
確

認
訓

練
を

実
施

し
た

。
○

孤
立

集
落

対
策

と
し

て
、

総
合

防
災

訓
練

（
実

動
）
に

お
け

る
孤

立
集

落
等

支
援

・
救

援
訓

練
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
津

波
避

難
特

別
強

化
地

域
に

お
け

る
救

援
ポ

イ
ン

ト
の

備
蓄

状
況

の
確

認
や

訓
練

等
を

実
施

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

2
-
2

多
数

か
つ

長
期

に
わ

た
る

孤
立

地
域

等
の

同
時

発
生

2
-
1

被
災

地
で

の
食

料
・
飲

料
水

・
電

力
・
燃

料
等

、
生

命
に

関
わ

る
物

資
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

の
停

止

2
救

助
・
救

急
、

医
療

活
動

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

と
と

も
に

、
被

災
者

等
の

健
康

・
避

難
生

活
環

境
を

確
実

に
確

保
す

る

32



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
広

域
防

災
拠

点
の

立
ち

上
げ

訓
練

を
行

い
、

大
規

模
災

害
発

生
時

に
速

や
か

に
広

域
防

災
拠

点
が

設
置

で
き

る
よ

う
に

、
初

動
対

応
に

つ
い

て
確

認
を

行
っ

た
。

○
総

合
防

災
訓

練
（
実

動
）
等

に
お

い
て

、
自

衛
隊

・
消

防
・
警

察
等

と
災

害
発

生
時

の
救

助
・
救

援
、

医
療

活
動

体
制

や
連

携
に

つ
い

て
確

認
を

実
施

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
防

災
拠

点
運

営
会

議
に

お
い

て
、

関
係

機
関

で
認

識
・
共

有
を

図
り

、
広

域
防

災
拠

点
開

設
に

係
る

初
動

訓
練

を
行

っ
た

。
○

防
災

拠
点

運
営

会
議

に
お

い
て

、
関

係
機

関
で

認
識

・
共

有
を

図
り

、
広

域
防

災
拠

点
開

設
に

係
る

初
動

訓
練

を
継

続
し

て
行

う
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
災

害
時

に
確

実
に

物
資

を
活

用
で

き
る

よ
う

、
物

資
の

管
理

・
更

新
を

行
っ

た
。

○
各

種
の

災
害

に
対

応
す

る
た

め
に

、
備

蓄
物

資
の

更
新

・
配

置
転

換
等

を
引

き
続

き
検

討
・
実

施
す

る
。

福
祉

保
健

部

○
消

防
本

部
に

お
い

て
、

耐
震

化
未

完
了

の
庁

舎
に

つ
い

て
、

建
替

工
事

及
び

建
設

計
画

の
検

討
等

を
実

施
し

た
。

○
消

防
本

部
に

お
い

て
、

耐
震

化
未

完
了

の
庁

舎
に

つ
い

て
、

建
替

工
事

及
び

建
設

計
画

の
検

討
等

を
継

続
す

る
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
最

大
規

模
の

浸
水

時
に

非
常

用
発

電
機

等
の

電
気

設
備

が
損

傷
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
警

察
署

の
非

常
用

発
電

機
等

の
移

設
工

事
に

係
る

実
施

設
計

を
実

施
し

た
。

○
最

大
規

模
の

浸
水

時
に

非
常

用
発

電
機

等
の

電
気

設
備

が
損

傷
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
警

察
署

の
非

常
用

発
電

機
等

の
移

設
工

事
を

実
施

す
る

。
警

察
本

部

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

（
D

M
A

T
）
の

隊
員

養
成

研
修

の
実

施
を

通
じ

て
、

隊
員

登
録

数
の

増
加

に
繋

げ
た

と
と

も
に

、
技

能
維

持
研

修
の

実
施

を
通

じ
て

、
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
災

害
医

療
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

○
災

害
医

療
体

制
の

更
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
、

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
（
D

M
A

T
）

隊
員

の
養

成
を

行
う

と
と

も
に

、
技

能
維

持
研

修
の

実
施

を
通

じ
て

、
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

も
取

り
組

ん
で

い
く
。

福
祉

保
健

部

○
女

性
消

防
団

員
や

機
能

別
消

防
団

員
の

導
入

促
進

に
つ

い
て

、
補

助
事

業
の

実
施

や
会

議
等

の
機

会
を

通
じ

て
の

働
き

か
け

等
に

よ
り

、
地

域
防

災
力

の
要

で
あ

る
消

防
団

員
の

確
保

を
図

っ
た

。

○
消

防
団

の
認

知
度

向
上

や
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
て

、
消

防
団

を
Ｐ

Ｒ
す

る
動

画
を

作
成

し
、

Ｙ
ｏ

ｕ
ｔｕ

ｂ
ｅ
上

で
公

開
し

た
。

○
女

性
消

防
団

員
や

機
能

別
消

防
団

員
の

導
入

促
進

に
つ

い
て

、
補

助
事

業
の

実
施

や
会

議
等

の
機

会
を

通
じ

て
の

働
き

か
け

等
を

継
続

し
、

地
域

防
災

力
の

要
で

あ
る

消
防

団
員

の
確

保
を

図
る

。

○
消

防
団

の
更

な
る

認
知

度
向

上
を

図
る

た
め

、
消

防
団

を
Ｐ

Ｒ
す

る
広

告
を

作
成

し
、

Ｙ
ｏ

ｕ
ｔｕ

ｂ
ｅ
上

で
公

開
す

る
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
建

設
産

業
の

担
い

手
確

保
に

向
け

、
建

設
労

働
者

の
U

IJ
タ

ー
ン

促
進

、
若

手
就

業
者

の
資

格
取

得
支

援
、

就
労

環
境

の
改

善
支

援
、

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
等

の
実

施
に

加
え

、
建

設
産

業
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
の

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

担
い

手
確

保
･育

成
の

取
組

を
行

っ
た

。

○
建

設
産

業
の

担
い

手
確

保
に

向
け

、
建

設
労

働
者

の
U

IJ
タ

ー
ン

促
進

、
若

手
就

業
者

の
資

格
取

得
支

援
、

就
労

環
境

の
改

善
支

援
、

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
等

の
実

施
に

加
え

、
建

設
産

業
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
の

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

担
い

手
確

保
･育

成
の

取
組

を
行

う
。

土
木

建
築

部

○
災

害
時

に
確

実
に

物
資

を
活

用
で

き
る

よ
う

、
物

資
の

管
理

・
更

新
を

行
っ

た
。

○
各

種
の

災
害

に
対

応
す

る
た

め
に

、
備

蓄
物

資
の

更
新

・
配

置
転

換
等

を
引

き
続

き
検

討
・
実

施
す

る
。

福
祉

保
健

部

○
帰

宅
困

難
者

や
負

傷
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

､一
時

退
避

施
設

と
し

て
都

市
公

園
の

整
備

を
推

進
し

た
。

○
帰

宅
困

難
者

や
負

傷
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

､一
時

退
避

施
設

と
し

て
都

市
公

園
の

整
備

を
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

交
通

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
確

保
の

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。
（
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
国

道
5
0
0

号
や

国
道

4
4
2号

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。
）

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

交
通

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
確

保
の

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

糸
原

杵
築

線
の

松
ヶ

尾
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

推
進

す
る

。
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
す

る
。

（
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
）

土
木

建
築

部

2
-
3

自
衛

隊
、

警
察

、
消

防
、

海
保

等
の

被
災

等
に

よ
る

救
助

・
救

急
活

動
等

の
絶

対
的

不
足

2
救

助
・
救

急
、

医
療

活
動

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

と
と

も
に

、
被

災
者

等
の

健
康

・
避

難
生

活
環

境
を

確
実

に
確

保
す

る

2
-
3

自
衛

隊
、

警
察

、
消

防
、

海
保

等
の

被
災

等
に

よ
る

救
助

・
救

急
活

動
等

の
絶

対
的

不
足

2
-
4

想
定

を
超

え
る

大
量

の
帰

宅
困

難
者

の
発

生
、

混
乱
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

交
通

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
確

保
の

た
め

、
治

水
対

策
を

推
進

し
た

。
○

災
害

発
生

時
に

お
け

る
交

通
イ

ン
フ

ラ
の

機
能

確
保

の
た

め
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
締

結
済

み
の

市
町

村
か

ら
近

隣
市

町
村

へ
の

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
行

う
場

を
設

け
る

な
ど

、
よ

り
具

体
的

な
支

援
を

実
施

し
た

。
○

市
町

村
に

よ
る

施
設

使
用

協
定

の
締

結
支

援
を

よ
り

強
力

に
支

援
す

る
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
及

び
外

食
チ

ェ
ー

ン
店

を
「
災

害
時

帰
宅

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

す
る

協
定

の
締

結
を

推
進

す
る

た
め

、
他

県
の

状
況

等
の

情
報

収
集

等
を

行
っ

た
。

○
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
及

び
外

食
チ

ェ
ー

ン
店

を
「
災

害
時

帰
宅

支
援

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

す
る

協
定

の
締

結
に

向
け

、
他

県
の

状
況

を
踏

ま
え

協
議

等
を

実
施

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
多

数
の

傷
病

者
を

想
定

す
る

訓
練

へ
の

企
画

段
階

か
ら

の
参

加
を

通
じ

て
、

消
防

機
関

等
関

係
機

関
相

互
の

連
携

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

、
災

害
拠

点
病

院
に

お
け

る
受

入
対

応
に

つ
い

て
確

認
す

る
な

ど
機

能
強

化
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

○
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
い

て
も

、
応

急
処

置
･輸

送
･治

療
能

力
等

が
不

足
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

､引
き

続
き

、
訓

練
へ

の
取

組
等

を
通

じ
て

、
関

係
機

関
と

も
連

携
し

な
が

ら
検

討
を

進
め

て
い

く
。

福
祉

保
健

部

○
県

内
す

べ
て

の
災

害
拠

点
病

院
の

耐
震

化
に

つ
い

て
は

、
令

和
元

年
度

に
完

了
し

た
。

ま
た

、
災

害
拠

点
病

院
に

お
け

る
多

数
傷

病
者

の
受

入
れ

を
想

定
し

た
実

動
訓

練
の

実
施

を
通

じ
て

、
機

能
強

化
が

図
ら

れ
た

。

○
県

内
す

べ
て

の
災

害
拠

点
病

院
に

つ
い

て
、

耐
震

化
を

完
了

し
た

が
、

引
き

続
き

、
B

C
P

の
適

宜
見

直
し

や
多

数
傷

病
者

の
受

入
れ

を
想

定
し

た
実

動
訓

練
の

実
施

を
通

じ
て

、
災

害
拠

点
病

院
の

機
能

強
化

を
図

っ
て

い
く
。

福
祉

保
健

部

○
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

並
び

に
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
改

訂
、

防
災

訓
練

の
継

続
実

施
等

を
通

じ
て

、
防

災
・

減
災

に
向

け
た

取
り

組
み

を
継

続
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

○
防

災
訓

練
の

反
省

点
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
B

C
P

及
び

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

実
施

し
、

引
き

続
き

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
回

し
て

い
く
。

病
院

局

○
市

町
村

の
避

難
所

対
策

所
管

所
属

長
を

委
員

と
す

る
「
避

難
所

対
策

検
討

会
議

」
を

通
じ

て
、

市
町

村
の

避
難

所
運

営
に

係
る

取
組

状
況

の
把

握
や

避
難

所
対

策
に

係
る

課
題

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

い
、

避
難

所
運

営
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

。

○
市

町
村

の
避

難
所

対
策

所
管

所
属

長
を

委
員

と
す

る
「
避

難
所

対
策

検
討

会
議

」
を

通
じ

て
、

市
町

村
の

避
難

所
運

営
に

係
る

取
組

状
況

の
把

握
や

避
難

所
対

策
に

係
る

課
題

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
行

い
、

避
難

所
運

営
体

制
の

強
化

を
図

る
。

生
活

環
境

部

○
災

害
時

の
避

難
者

等
の

支
援

を
行

う
D

M
A

T
等

の
研

修
・
訓

練
を

行
い

、
災

害
時

の
連

携
、

体
制

強
化

を
図

っ
た

。
○

災
害

時
の

避
難

者
等

の
支

援
を

行
う

D
M

A
T
等

の
研

修
・
訓

練
を

行
い

、
災

害
時

の
連

携
、

体
制

強
化

を
図

る
。

福
祉

保
健

部

○
要

配
慮

者
が

安
心

し
て

避
難

で
き

る
よ

う
、

福
祉

避
難

ス
ペ

ー
ス

が
十

分
に

確
保

で
き

て
い

な
い

市
町

村
に

対
し

て
重

点
的

に
働

き
か

け
を

実
施

し
た

。
○

引
き

続
き

、
要

配
慮

者
が

安
心

し
て

避
難

で
き

る
よ

う
、

福
祉

避
難

ス
ペ

ー
ス

が
十

分
に

確
保

で
き

て
い

な
い

市
町

村
に

対
し

て
重

点
的

に
働

き
か

け
を

実
施

す
る

。
福

祉
保

健
部

○
大

規
模

自
然

災
害

時
に

お
い

て
被

災
者

に
対

し
適

切
な

福
祉

支
援

が
行

え
る

よ
う

､市
町

村
の

福
祉

避
難

所
の

指
定

を
推

進
す

る
と

と
も

に
､運

営
や

支
援

の
在

り
方

､人
材

の
確

保
等

に
つ

い
て

､官
民

が
連

携
し

て
検

討
を

進
め

た
。

○
大

規
模

自
然

災
害

時
に

お
い

て
被

災
者

に
対

し
適

切
な

福
祉

支
援

が
行

え
る

よ
う

､市
町

村
の

福
祉

避
難

所
の

指
定

を
推

進
す

る
と

と
も

に
､運

営
や

支
援

の
在

り
方

､人
材

の
確

保
等

に
つ

い
て

､官
民

が
連

携
し

て
検

討
を

進
め

る
｡

福
祉

保
健

部

○
避

難
者

の
生

活
環

境
の

水
準

を
一

定
程

度
維

持
す

る
た

め
､避

難
者

の
特

性
を

踏
ま

え
､避

難
所

の
位

置
､収

容
で

き
る

人
数

､必
要

な
資

機
材

や
人

材
の

確
保

､並
び

に
運

営
や

支
援

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
､官

民
が

連
携

し
て

検
討

を
進

め
る

｡ま
た

、
被

害
が

激
甚

で
あ

る
場

合
、

当
該

市
町

村
の

避
難

所
で

の
対

応
が

困
難

に
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

避
難

所
設

置
の

体
制

整
備

を
図

っ
た

。

○
避

難
者

の
生

活
環

境
の

水
準

を
一

定
程

度
維

持
す

る
た

め
､避

難
者

の
特

性
を

踏
ま

え
､避

難
所

の
位

置
､収

容
で

き
る

人
数

､必
要

な
資

機
材

や
人

材
の

確
保

､並
び

に
運

営
や

支
援

の
在

り
方

等
に

つ
い

て
､官

民
が

連
携

し
て

検
討

を
進

め
る

｡ま
た

、
被

害
が

激
甚

で
あ

る
場

合
、

当
該

市
町

村
の

避
難

所
で

の
対

応
が

困
難

に
な

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

避
難

所
設

置
の

体
制

整
備

を
図

る
。

福
祉

保
健

部

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。
農

林
水

産
部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

支
援

物
資

物
流

を
確

保
す

る
た

め
、

国
道

5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
無

電
柱

化
を

着
実

に
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

支
援

物
資

物
流

を
確

保
す

る
た

め
、

国
道

5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
無

電
柱

化
を

着
実

に
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

2
救

助
・
救

急
、

医
療

活
動

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

と
と

も
に

、
被

災
者

等
の

健
康

・
避

難
生

活
環

境
を

確
実

に
確

保
す

る

想
定

を
超

え
る

大
量

の
帰

宅
困

難
者

の
発

生
、

混
乱

2
-
5

医
療

・
福

祉
施

設
及

び
関

係
者

の
絶

対
的

不
足

・
被

災
、

支
援

ル
ー

ト
の

途
絶

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

の
途

絶
に

よ
る

医
療

機
能

・
福

祉
支

援
活

動
の

麻
痺

2
-
4
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

支
援

物
資

物
流

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

支
援

物
資

物
流

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
機

能
確

保
を

図
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
○

○
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

実
施

し
た

。
ま

た
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
糸

原
杵

築
線

の
松

ヶ
尾

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
物

資
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
一

般
の

避
難

所
で

は
生

活
が

困
難

な
要

配
慮

者
に

対
す

る
支

援
体

制
や

､受
入

施
設

と
な

る
福

祉
避

難
所

と
そ

の
運

営
体

制
の

確
保

の
取

組
を

強
化

し
た

。
○

引
き

続
き

、
一

般
の

避
難

所
で

は
生

活
が

困
難

な
要

配
慮

者
に

対
す

る
支

援
体

制
や

､受
入

施
設

と
な

る
福

祉
避

難
所

と
そ

の
運

営
体

制
の

確
保

の
取

組
を

強
化

す
る

。
福

祉
保

健
部

○
医

療
･社

会
福

祉
施

設
に

つ
い

て
､B

C
P

の
策

定
等

に
よ

り
防

災
･減

災
機

能
を

強
化

し
､事

業
継

続
性

を
確

保
し

た
。

○
医

療
・
社

会
福

祉
施

設
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

B
C

P
の

策
定

等
に

よ
り

防
災

・
減

災
機

能
を

強
化

し
、

事
業

継
続

性
を

確
保

す
る

。
福

祉
保

健
部

○
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

（
D

M
A

T
）
の

隊
員

養
成

研
修

の
実

施
を

通
じ

て
、

隊
員

登
録

数
の

増
加

に
繋

げ
た

と
と

も
に

、
技

能
維

持
研

修
の

実
施

を
通

じ
て

、
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
災

害
医

療
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

○
災

害
医

療
体

制
の

更
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
、

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
（
D

M
A

T
）

隊
員

の
養

成
を

行
う

と
と

も
に

、
技

能
維

持
研

修
の

実
施

を
通

じ
て

、
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

も
取

り
組

ん
で

い
く
。

福
祉

保
健

部

○
災

害
時

に
お

け
る

社
会

福
祉

施
設

入
所

者
の

転
所

に
つ

い
て

は
、

調
整

の
主

体
で

あ
る

大
分

県
社

会
福

祉
協

議
会

と
平

時
か

ら
の

体
制

を
構

築
し

た
。

○
災

害
時

に
お

け
る

社
会

福
祉

施
設

入
所

者
の

転
所

に
つ

い
て

は
、

調
整

の
主

体
で

あ
る

大
分

県
社

会
福

祉
協

議
会

と
平

時
か

ら
の

体
制

を
構

築
す

る
。

福
祉

保
健

部

○
災

害
派

遣
福

祉
チ

ー
ム

（
D

Ｗ
A

T
）
の

円
滑

な
派

遣
に

向
け

て
、

派
遣

調
整

訓
練

を
実

施
し

た
ほ

か
、

「
災

害
福

祉
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
に

お
い

て
、

意
見

交
換

を
行

い
、

次
年

度
以

降
の

研
修

・
訓

練
内

容
の

改
善

に
つ

な
げ

た
。

○
要

配
慮

者
に

対
す

る
支

援
を

行
う

災
害

派
遣

福
祉

チ
ー

ム
（
D

W
A

T
）
の

チ
ー

ム
員

の
養

成
研

修
及

び
避

難
所

に
福

祉
避

難
ス

ペ
ー

ス
を

迅
速

に
開

設
す

る
た

め
の

訓
練

を
実

施
す

る
。

福
祉

保
健

部

○
感

染
症

の
発

生
･ま

ん
延

を
防

ぐ
た

め
､平

時
か

ら
予

防
接

種
を

促
進

す
る

｡ま
た

､災
害

発
生

時
に

公
衆

衛
生

活
動

を
迅

速
か

つ
的

確
に

実
施

す
る

た
め

の
取

組
を

促
進

し
た

｡
○

感
染

症
の

発
生

･ま
ん

延
を

防
ぐ

た
め

､平
時

か
ら

予
防

接
種

を
促

進
す

る
｡ま

た
､災

害
発

生
時

に
公

衆
衛

生
活

動
を

迅
速

か
つ

的
確

に
実

施
す

る
た

め
の

取
組

を
促

進
す

る
｡

福
祉

保
健

部

○
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

、
被

災
地

で
地

区
災

害
対

策
本

部
保

健
所

班
が

行
う

公
衆

衛
生

活
動

を
支

援
す

る
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー

ム
（
D

H
E
A

T
）
の

派
遣

に
係

る
体

制
強

化
に

向
け

た
研

修
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

｡

○
被

災
地

で
地

区
災

害
対

策
本

部
保

健
所

班
が

行
う

公
衆

衛
生

活
動

を
支

援
す

る
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー

ム
（
D

H
E
A

T
）
の

派
遣

に
係

る
体

制
整

備
･強

化
を

行
う

｡
福

祉
保

健
部

○
令

和
4
年

度
に

は
、

津
久

見
市

等
に

お
い

て
公

共
下

水
道

終
末

処
理

場
の

耐
震

診
断

を
実

施
す

る
な

ど
、

下
水

道
施

設
（
処

理
場

､主
要

な
管

渠
等

）
の

地
震

対
策

・
耐

水
化

を
推

進
し

た
。

○
下

水
道

施
設

（
処

理
場

､主
要

な
管

渠
等

）
の

地
震

対
策

・
耐

水
化

を
推

進
し

､被
災

時
の

公
衆

衛
生

の
確

保
を

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

○
引

き
続

き
、

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

継
続

的
な

見
直

し
を

行
う

よ
う

、
避

難
所

対
策

検
討

会
議

等
を

通
じ

て
共

有
・
徹

底
を

図
っ

た
と

こ
ろ

。
加

え
て

、
自

主
防

災
組

織
の

リ
ー

ダ
ー

等
を

対
象

と
し

た
避

難
所

運
営

訓
練

を
実

施
し

、
避

難
所

運
営

能
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

○
今

後
も

避
難

所
対

策
検

討
会

議
等

を
通

じ
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

呼
び

か
け

る
。

加
え

て
、

課
題

と
な

っ
て

い
る

マ
ン

パ
ワ

ー
不

足
の

解
消

の
た

め
、

IC
T
技

術
等

を
活

用
し

た
避

難
所

運
営

モ
デ

ル
訓

練
を

実
施

し
、

さ
ら

な
る

避
難

所
運

営
の

効
率

化
を

目
指

す
。

生
活

環
境

部

○
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

、
被

災
地

で
地

区
災

害
対

策
本

部
保

健
所

班
が

行
う

公
衆

衛
生

活
動

を
支

援
す

る
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー

ム
（
D

H
E
A

T
）
の

派
遣

に
係

る
体

制
強

化
に

向
け

た
研

修
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

｡

○
被

災
地

で
地

区
災

害
対

策
本

部
保

健
所

班
が

行
う

公
衆

衛
生

活
動

を
支

援
す

る
災

害
時

健
康

危
機

管
理

支
援

チ
ー

ム
（
D

H
E
A

T
）
の

派
遣

に
係

る
体

制
整

備
･強

化
を

行
う

｡
福

祉
保

健
部

○
県

立
学

校
9
校

に
お

い
て

、
施

設
の

老
朽

化
対

策
と

し
て

の
大

規
模

改
造

工
事

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

ト
イ

レ
の

洋
式

化
を

実
施

し
た

。
○

老
朽

化
し

た
学

校
施

設
に

お
い

て
、

計
画

的
な

大
規

模
改

造
工

事
の

実
施

及
び

ト
イ

レ
の

洋
式

化
を

進
め

、
避

難
所

と
し

て
の

防
災

機
能

の
強

化
を

推
進

す
る

。
教

育
庁

2
-
6

被
災

地
に

お
け

る
疫

病
・
感

染
症

等
の

大
規

模
発

生

2
-
7

劣
悪

な
避

難
生

活
環

境
、

不
十

分
な

健
康

管
理

に
よ

る
多

数
の

被
害

者
の

健
康

状
態

の
悪

化
・
死

者
の

発
生

2
-
5

医
療

・
福

祉
施

設
及

び
関

係
者

の
絶

対
的

不
足

・
被

災
、

支
援

ル
ー

ト
の

途
絶

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

の
途

絶
に

よ
る

医
療

機
能

・
福

祉
支

援
活

動
の

麻
痺

2
救

助
・
救

急
、

医
療

活
動

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

と
と

も
に

、
被

災
者

等
の

健
康

・
避

難
生

活
環

境
を

確
実

に
確

保
す

る

35



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
最

大
規

模
の

浸
水

時
に

非
常

用
発

電
機

等
の

電
気

設
備

が
損

傷
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
警

察
署

の
非

常
用

発
電

機
等

の
移

設
工

事
に

係
る

実
施

設
計

を
実

施
し

た
。

○
最

大
規

模
の

浸
水

時
に

非
常

用
発

電
機

等
の

電
気

設
備

が
損

傷
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
警

察
署

の
非

常
用

発
電

機
等

の
移

設
工

事
を

実
施

す
る

。
警

察
本

部

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
停

電
に

よ
る

交
通

信
号

機
の

停
止

対
策

の
た

め
、

自
起

動
式

発
動

発
電

機
及

び
可

搬
式

発
動

発
電

機
の

計
画

的
な

整
備

を
実

施
し

た
。

○
自

起
動

式
発

動
発

電
機

及
び

可
搬

式
発

動
発

電
機

を
計

画
的

に
整

備
し

、
停

電
に

よ
る

信
号

機
の

停
止

が
原

因
で

発
生

す
る

交
通

渋
滞

、
交

通
事

故
の

回
避

を
図

る
。

警
察

本
部

○
大

規
模

自
然

災
害

発
生

時
に

、
参

集
可

能
な

職
員

数
、

優
先

す
べ

き
通

常
業

務
及

び
そ

の
処

理
に

必
要

な
人

員
数

な
ど

を
所

属
ご

と
に

整
理

し
、

業
務

継
続

計
画

の
取

り
ま

と
め

を
行

っ
た

。
ま

た
、

計
画

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

、
各

部
局

に
お

い
て

、
優

先
す

べ
き

通
常

業
務

に
係

る
「
業

務
継

続
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

作
成

し
た

。

○
令

和
4
年

度
に

作
成

し
た

業
務

継
続

計
画

及
び

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

つ
い

て
、

令
和

5
年

度
組

織
改

正
及

び
定

期
人

事
異

動
等

に
対

応
す

る
た

め
、

見
直

し
や

更
新

を
実

施
す

る
。

総
務

部

○
予

定
無

し
(整

備
完

了
)

○
予

定
無

し
(整

備
完

了
)

総
務

部

○
災

害
時

の
保

健
所

業
務

を
継

続
し

て
行

う
た

め
、

業
務

継
続

計
画

等
を

参
考

に
、

優
先

す
べ

き
業

務
の

整
理

及
び

災
害

発
生

後
の

時
間

経
過

に
伴

う
出

勤
人

数
を

把
握

し
、

耐
災

害
性

の
強

化
を

図
っ

た
。

保
健

所
・
保

健
部

の
非

常
用

電
源

等
整

備
済

（
令

和
3
年

度
）

○
業

務
継

続
計

画
等

を
参

考
に

、
優

先
す

べ
き

業
務

の
整

理
及

び
災

害
発

生
後

の
時

間
経

過
に

伴
う

出
勤

人
数

を
把

握
し

、
耐

災
害

性
の

更
な

る
強

化
を

図
る

。
福

祉
保

健
部

○
災

害
時

の
復

旧
活

動
の

拠
点

と
な

る
保

健
所

の
業

務
継

続
可

能
な

体
制

を
確

保
す

る
た

め
の

非
常

用
電

源
の

増
設

等
を

推
進

を
令

和
3
年

度
で

完
了

し
た

。
○

予
定

な
し

(整
備

完
了

)
土

木
建

築
部

○
国

東
警

察
署

建
替

工
事

が
令

和
３

年
度

に
終

了
。

警
察

署
の

耐
震

化
率

は
、

１
０

０
％

を
達

成
。

－

警
察

本
部

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

佐
賀

関
漁

港
及

び
松

浦
漁

港
の

漁
港

施
設

の
津

波
対

策
を

実
施

し
た

。

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

松
浦

漁
港

海
岸

お
よ

び
蒲

江
漁

港
海

岸
の

津
波

対
策

を
実

施
し

た
。

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

佐
賀

関
漁

港
及

び
松

浦
漁

港
の

漁
港

施
設

の
津

波
対

策
を

促
進

す
る

。

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

松
浦

漁
港

海
岸

お
よ

び
蒲

江
漁

港
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
国

道
2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。
（
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。
）

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
糸

原
杵

築
線

の
松

ヶ
尾

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
推

進
す

る
。

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
（
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
）

土
木

建
築

部

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

治
水

対
策

を
推

進
し

た
。

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
推

進
し

た
。

○
周

辺
イ

ン
フ

ラ
の

被
災

に
よ

る
行

政
機

関
の

機
能

不
全

を
防

ぐ
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
県

各
部

局
・
地

方
機

関
及

び
市

町
村

と
定

期
的

な
通

信
・
通

話
試

験
を

実
施

し
た

。
○

災
害

時
に

お
い

て
最

低
限

の
災

害
対

策
本

部
機

能
を

維
持

で
き

る
よ

う
、

衛
星

携
帯

電
話

の
通

信
・
通

話
試

験
を

継
続

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
内

閣
府

が
実

施
す

る
防

災
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

養
成

研
修

（
１

年
研

修
コ

ー
ス

）
に

職
員

１
名

を
派

遣
し

、
県

職
員

の
防

災
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

養
成

を
図

っ
た

。
○

内
閣

府
が

実
施

す
る

防
災

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
（
１

年
研

修
コ

ー
ス

）
に

職
員

１
名

を
派

遣
し

、
県

職
員

の
防

災
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

養
成

を
図

る
。

総
務

部

3
-
2

行
政

機
関

の
職

員
・
施

設
等

の
被

災
に

よ
る

機
能

の
大

幅
な

低
下

3
必

要
不

可
欠

な
行

政
機

能
は

確
保

す
る

3
-
2

行
政

機
関

の
職

員
・
施

設
等

の
被

災
に

よ
る

機
能

の
大

幅
な

低
下

3
-
1

被
災

に
よ

る
司

法
機

能
、

警
察

機
能

の
大

幅
な

低
下

に
よ

る
治

安
の

悪
化

、
社

会
の

混
乱

36



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
電

力
等

の
長

期
供

給
停

止
を

発
生

さ
せ

な
い

よ
う

に
、

道
路

の
無

電
柱

化
を

国
道

5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
実

施
し

、
対

策
を

推
進

し
た

。
○

電
力

等
の

長
期

供
給

停
止

を
発

生
さ

せ
な

い
よ

う
に

、
道

路
の

無
電

柱
化

を
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
実

施
し

、
対

策
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
電

力
等

の
長

期
供

給
停

止
を

発
生

さ
せ

な
い

よ
う

に
、

治
水

対
策

を
推

進
し

た
。

○
電

力
等

の
長

期
供

給
停

止
を

発
生

さ
せ

な
い

よ
う

に
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
デ

ー
タ

端
末

の
増

設
に

よ
る

設
備

強
化

を
実

施
し

た
。

○
ド

ロ
ー

ン
の

導
入

及
び

ド
ロ

ー
ン

操
縦

者
の

育
成

(ド
ロ

ー
ン

ス
ク

ー
ル

の
受

講
)を

計
画

的
に

行
い

、
災

害
発

生
時

、
早

期
に

情
報

収
集

可
能

な
体

制
作

り
を

実
施

し
た

。

○
計

画
的

に
ド

ロ
ー

ン
操

縦
者

の
育

成
を

行
い

、
災

害
発

生
時

の
早

期
情

報
収

集
に

対
応

で
き

る
体

制
作

り
を

図
る

。
警

察
本

部

○
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
（
L
ア

ラ
ー

ト
）
を

活
用

し
た

災
害

情
報

の
提

供
の

た
め

、
「
情

報
収

集
・
伝

達
訓

練
及

び
L
ア

ラ
ー

ト
全

国
合

同
訓

練
」
に

つ
い

て
、

新
た

な
避

難
情

報
等

に
留

意
し

つ
つ

実
施

し
た

。

○
災

害
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
（
L
ア

ラ
ー

ト
）
を

活
用

し
た

災
害

情
報

の
提

供
の

た
め

、
「
情

報
収

集
・
伝

達
訓

練
及

び
L
ア

ラ
ー

ト
全

国
合

同
訓

練
」
に

つ
い

て
、

新
た

な
避

難
情

報
等

に
留

意
し

つ
つ

実
施

す
る

。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
J
ア

ラ
ー

ト
に

よ
る

国
か

ら
の

情
報

を
住

民
に

迅
速

か
つ

遺
漏

な
く
伝

達
で

き
る

よ
う

、
市

町
村

に
対

し
年

間
3
回

の
全

国
一

斉
情

報
伝

達
試

験
、

年
2
回

の
緊

急
地

震
速

報
訓

練
へ

の
参

加
及

び
適

切
な

対
応

の
徹

底
を

図
っ

た
。

ま
た

、
防

災
行

政
無

線
や

防
災

情
報

を
伝

達
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

の
拡

充
、

更
新

を
検

討
し

て
い

る
市

町
村

へ
の

情
報

提
供

及
び

技
術

的
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。
併

せ
て

、
老

朽
化

す
る

県
防

災
情

報
通

信
シ

ス
テ

ム
の

更
新

実
施

計
画

を
策

定
し

た
ほ

か
、

維
持

管
理

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

○
市

町
村

に
対

し
、

J
ア

ラ
ー

ト
の

全
国

一
斉

情
報

伝
達

試
験

等
へ

の
参

加
、

試
験

結
果

の
検

証
及

び
発

生
し

た
課

題
へ

の
適

切
な

対
応

を
働

き
か

け
る

。
ま

た
、

防
災

行
政

無
線

や
防

災
情

報
を

伝
達

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

、
更

新
を

検
討

し
て

い
る

市
町

村
へ

の
情

報
提

供
及

び
技

術
的

ア
ド

バ
イ

ス
を

継
続

す
る

。
併

せ
て

、
老

朽
化

す
る

県
防

災
情

報
通

信
シ

ス
テ

ム
の

強
靱

化
や

機
能

の
充

実
・
高

度
化

を
図

る
と

と
も

に
、

シ
ス

テ
ム

の
維

持
管

理
を

継
続

す
る

。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
デ

ー
タ

端
末

、
通

信
指

令
シ

ス
テ

ム
等

の
機

器
を

用
い

た
災

害
時

の
情

報
収

集
機

能
を

効
果

的
に

使
用

す
る

た
め

、
警

察
署

に
対

す
る

巡
回

教
養

を
行

っ
た

ほ
か

、
災

害
発

生
時

に
代

替
施

設
等

に
緊

急
通

報
を

転
送

す
る

公
衆

迂
回

訓
練

を
実

施
し

た
。

○
通

信
指

令
シ

ス
テ

ム
及

び
無

線
機

器
等

の
設

備
強

化
、

利
用

促
進

及
び

習
熟

を
図

る
。

警
察

本
部

○
災

害
時

に
県

内
の

各
機

関
と

の
緊

密
な

連
携

が
確

保
出

来
る

よ
う

に
、

豊
の

国
ハ

イ
パ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

は
じ

め
、

防
災

無
線

や
衛

星
携

帯
電

話
の

使
用

方
法

を
平

時
か

ら
把

握
す

る
よ

う
に

周
知

し
た

。

○
災

害
時

に
県

内
の

各
機

関
と

の
緊

密
な

連
携

が
確

保
出

来
る

よ
う

に
、

豊
の

国
ハ

イ
パ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

は
じ

め
、

防
災

無
線

や
衛

星
携

帯
電

話
の

使
用

方
法

を
平

時
か

ら
把

握
す

る
よ

う
に

周
知

す
る

。

福
祉

保
健

部

○
通

信
イ

ン
フ

ラ
等

が
被

害
を

受
け

な
い

よ
う

に
、

治
水

対
策

を
推

進
し

た
。

○
通

信
イ

ン
フ

ラ
等

が
被

害
を

受
け

な
い

よ
う

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
通

信
イ

ン
フ

ラ
等

が
被

害
を

受
け

な
い

よ
う

土
砂

災
害

対
策

等
を

推
進

し
た

｡
○

通
信

イ
ン

フ
ラ

等
が

被
害

を
受

け
な

い
よ

う
土

砂
災

害
対

策
等

を
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
大

規
模

災
害

時
に

は
、

多
言

語
情

報
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

県
内

在
留

外
国

人
向

け
に

、
英

語
・
中

国
語

・
韓

国
語

・
や

さ
し

い
日

本
語

で
、

S
N

S
等

で
情

報
発

信
を

す
る

体
制

を
構

築
し

て
い

る
。

ま
た

災
害

時
に

1
5
言

語
で

災
害

情
報

を
発

信
す

る
「
お

お
い

た
防

災
ア

プ
リ

」
の

周
知

な
ど

を
通

じ
、

1
つ

の
ツ

ー
ル

に
限

ら
ず

、
多

言
語

で
情

報
発

信
す

る
体

制
の

整
備

を
行

っ
た

。

○
引

き
続

き
、

県
内

在
留

外
国

人
や

そ
の

関
係

者
な

ど
に

「
お

お
い

た
防

災
ア

プ
リ

」
の

周
知

を
図

る
と

と
も

に
、

多
言

語
情

報
セ

ン
タ

ー
で

の
相

談
対

応
体

制
、

S
N

S
で

の
情

報
発

信
体

制
の

充
実

等
を

図
る

。
企

画
振

興
部

4
必

要
不

可
欠

な
情

報
通

信
機

能
・
情

報
サ

ー
ビ

ス
は

確
保

す
る

4
-
1

防
災

・
災

害
対

応
に

必
要

な
通

信
イ

ン
フ

ラ
の

麻
痺

・
機

能
停

止

災
害

時
に

活
用

す
る

情
報

サ
ー

ビ
ス

が
機

能
停

止
し

、
情

報
の

収
集

・
伝

達
が

で
き

ず
、

 避
難

行
動

や
救

助
・
支

援
が

遅
れ

る
事

態

4
-
2
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
グ

ル
ー

プ
型

Ｂ
Ｃ

Ｐ
事

例
集

を
作

成
し

、
H

P
等

で
周

知
を

図
っ

た
。

○
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

に
よ

り
、

企
業

へ
の

B
C

P
策

定
の

意
識

啓
発

を
行

い
、

潜
在

的
な

支
援

対
象

の
掘

り
起

こ
し

及
び

策
定

支
援

に
繋

げ
る

取
組

を
実

施
し

た
。

○
グ

ル
ー

プ
型

Ｂ
Ｃ

Ｐ
事

例
集

を
拡

充
さ

せ
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く

の
業

種
や

連
携

内
容

に
対

応
し

て
い

く
。

○
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

に
よ

り
、

企
業

へ
の

B
C

P
策

定
の

意
識

啓
発

を
行

い
、

潜
在

的
な

支
援

対
象

の
掘

り
起

こ
し

及
び

策
定

支
援

に
繋

げ
る

取
組

を
継

続
す

る
。

商
工

観
光

労
働

部

○
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

に
よ

り
、

企
業

へ
の

B
C

P
策

定
の

意
識

啓
発

を
行

い
、

潜
在

的
な

支
援

対
象

の
掘

り
起

こ
し

及
び

策
定

支
援

に
繋

げ
る

取
組

を
実

施
し

た
。

○
商

工
団

体
等

支
援

機
関

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
支

援
機

関
の

ス
キ

ル
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

育
成

を
図

っ
た

。

○
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

に
よ

り
、

企
業

へ
の

B
C

P
策

定
の

意
識

啓
発

を
行

い
、

潜
在

的
な

支
援

対
象

の
掘

り
起

こ
し

及
び

策
定

支
援

に
繋

げ
る

取
組

を
継

続
す

る
。

○
商

工
団

体
等

支
援

機
関

向
け

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
支

援
機

関
の

ス
キ

ル
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

育
成

を
図

る
。

商
工

観
光

労
働

部

○
物

流
の

拠
点

と
な

る
重

要
港

湾
５

港
（
津

港
､別

府
港

､大
分

港
､津

久
見

港
､佐

伯
港

）
の

迅
速

な
航

路
啓

開
を

図
る

た
め

､早
期

復
旧

の
み

な
ら

ず
､被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド

･
ソ

フ
ト

）
の

維
持

を
定

め
た

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
っ

た
。

○
物

流
の

拠
点

と
な

る
重

要
港

湾
５

港
（
津

港
､別

府
港

､大
分

港
､津

久
見

港
､佐

伯
港

）
の

迅
速

な
航

路
啓

開
を

図
る

た
め

､早
期

復
旧

の
み

な
ら

ず
､被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド

･
ソ

フ
ト

）
の

維
持

を
定

め
た

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
る

。
土

木
建

築
部

○
道

路
啓

開
計

画
に

基
づ

き
、

作
業

可
能

人
員

や
保

有
機

材
な

ど
の

情
報

を
共

有
し

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

し
た

。
○

道
路

啓
開

計
画

に
基

づ
き

、
緊

急
交

通
路

を
通

行
す

る
た

め
に

必
要

な
緊

急
通

行
車

両
の

事
前

届
出

済
証

の
届

出
手

続
き

を
復

旧
作

業
に

従
事

す
る

建
設

会
社

に
促

す
。

ま
た

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

す
る

た
め

の
机

上
訓

練
を

実
施

す
る

。
土

木
建

築
部

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。
農

林
水

産
部

○
河

川
改

修
等

の
対

策
を

推
進

し
、

洪
水

や
台

風
等

の
災

害
に

よ
る

浸
水

被
害

の
防

止
・
軽

減
を

図
っ

た
。

○
河

川
改

修
等

の
対

策
を

引
き

続
き

実
施

し
、

洪
水

や
台

風
等

の
災

害
に

よ
る

浸
水

被
害

の
防

止
・
軽

減
を

図
る

。
土

木
建

築
部

○
災

害
発

生
時

の
燃

料
供

給
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

、
国

道
2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
燃

料
供

給
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

に
お

い
て

糸
原

杵
築

線
の

松
ヶ

尾
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
災

害
発

生
時

の
燃

料
供

給
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
推

進
し

た
。

○
災

害
発

生
時

の
燃

料
供

給
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

を
県

経
済

を
牽

引
す

る
産

業
へ

育
て

る
た

め
、

「
大

分
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
企

業
会

」
を

中
心

に
、

研
究

開
発

、
人

材
育

成
及

び
販

路
開

拓
の

取
組

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

企
業

間
の

連
携

を
図

り
、

国
の

事
業

を
活

用
し

、
施

設
の

耐
震

化
等

の
取

組
を

推
進

し
た

。

○
県

内
で

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
促

進
の

た
め

、
大

分
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
企

業
会

を
中

心
に

研
究

開
発

等
の

取
組

を
継

続
す

る
。

 ま
た

、
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

企
業

間
の

連
携

を
図

り
、

国
の

事
業

を
活

用
し

、
施

設
の

耐
震

化
等

の
取

組
を

継
続

す
る

。
商

工
観

光
労

働
部

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

を
県

経
済

を
牽

引
す

る
産

業
へ

育
て

る
た

め
、

「
大

分
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
企

業
会

」
を

中
心

に
、

研
究

開
発

、
人

材
育

成
及

び
販

路
開

拓
の

取
組

を
実

施
し

た
。

○
県

内
で

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
促

進
の

た
め

、
大

分
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
企

業
会

を
中

心
に

研
究

開
発

等
の

取
組

を
継

続
す

る
。

商
工

観
光

労
働

部

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
寸

断
等

に
よ

る
企

業
の

生
産

力
低

下
に

よ
る

競
争

力
の

低
下

経
済

活
動

を
機

能
不

全
に

陥
ら

せ
な

い

5
-
2

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

停
止

に
よ

る
、

社
会

経
済

活
動

・
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

維
持

へ
の

甚
大

な
影

響

5

5
-
1
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前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

企
業

間
の

連
携

を
図

り
、

協
議

会
の

活
動

を
通

じ
た

強
靱

化
と

競
争

力
強

化
に

つ
い

て
の

勉
強

会
の

実
施

及
び

国
施

策
の

情
報

共
有

等
を

図
り

、
国

の
事

業
を

活
用

し
、

施
設

の
耐

震
化

等
の

取
組

を
推

進
し

た
。

○
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

企
業

間
の

連
携

を
図

り
、

協
議

会
の

活
動

を
通

じ
た

強
靱

化
と

競
争

力
強

化
に

つ
い

て
の

勉
強

会
の

実
施

、
企

業
が

連
携

し
た

B
C

P
の

策
定

及
び

国
施

策
の

情
報

共
有

等
を

図
り

､国
の

事
業

を
活

用
し

、
施

設
の

耐
震

化
等

の
取

組
を

継
続

す
る

。

商
工

観
光

労
働

部

○
大

分
地

区
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

特
別

防
災

区
域

協
議

会
の

各
事

業
所

で
の

地
震

・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。

○
防

災
週

間
に

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
協

議
会

の
各

事
業

所
で

の
地

震
・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
に

係
る

護
岸

や
堤

防
等

の
強

化
等

の
地

震
･津

波
対

策
を

推
進

し
た

。
○

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

に
係

る
民

間
保

有
を

含
む

護
岸

や
堤

防
等

の
強

化
等

の
地

震
･津

波
対

策
を

着
実

に
進

め
て

い
く
。

土
木

建
築

部

○
大

分
港

の
港

湾
B

C
P

の
充

実
化

を
図

っ
た

。
○

大
分

港
の

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
る

。
土

木
建

築
部

○
東

九
州

新
幹

線
の

「
基

本
計

画
路

線
」
か

ら
「
整

備
計

画
路

線
」
へ

の
格

上
げ

を
目

指
し

、
県

民
の

機
運

上
昇

に
向

け
た

広
報

活
動

や
国

へ
の

要
望

を
行

っ
た

。
○

豊
予

海
峡

を
通

じ
連

絡
す

る
東

九
州

新
幹

線
及

び
四

国
新

幹
線

の
「
基

本
計

画
路

線
」
か

ら
「
整

備
計

画
路

線
」
へ

の
格

上
げ

を
目

指
し

、
県

民
の

機
運

上
昇

に
向

け
た

広
報

活
動

や
国

へ
の

要
望

を
行

う
。

企
画

振
興

部

○
東

九
州

自
動

車
道

の
4
車

線
化

に
向

け
て

、
東

九
州

道
建

設
促

進
地

方
大

会
（
大

分
開

催
）
、

中
央

大
会

を
実

施
し

、
機

運
醸

成
を

図
る

と
と

も
に

、
国

へ
の

要
望

活
動

を
実

施
し

た
。

○
中

津
日

田
道

路
「
三

光
本

耶
馬

渓
道

路
」
の

整
備

促
進

、
中

津
日

田
道

路
「
耶

馬
溪

山
国

道
路

」
及

び
「
日

田
山

国
道

路
」
の

整
備

支
援

に
つ

い
て

国
へ

の
要

望
活

動
を

実
施

し
た

。

○
東

九
州

自
動

車
道

に
残

る
2
車

線
区

間
の

4
車

線
化

に
向

け
て

、
N

E
X
C

O
西

日
本

と
の

連
携

強
化

に
む

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

〇
中

津
日

田
道

路
の

整
備

中
区

間
（
日

田
山

国
道

路
、

耶
馬

溪
山

国
道

路
、

三
光

本
耶

馬
渓

道
路

）
の

事
業

推
進

す
る

。

土
木

建
築

部

○
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

優
先

啓
開

ル
ー

ト
の

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。
（
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。
）

○
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

糸
原

杵
築

線
の

松
ヶ

尾
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

推
進

す
る

。
優

先
啓

開
ル

ー
ト

の
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
す

る
。

（
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
国

道
5
0
0
号

や
国

道
4
4
2
号

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
）

土
木

建
築

部

○
物

流
の

拠
点

と
な

る
重

要
港

湾
５

港
（
津

港
､別

府
港

､大
分

港
､津

久
見

港
､佐

伯
港

）
の

迅
速

な
航

路
啓

開
を

図
る

た
め

､早
期

復
旧

の
み

な
ら

ず
､被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド

･
ソ

フ
ト

）
の

維
持

を
定

め
た

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
っ

た
。

○
物

流
の

拠
点

と
な

る
重

要
港

湾
５

港
（
津

港
､別

府
港

､大
分

港
､津

久
見

港
､佐

伯
港

）
の

迅
速

な
航

路
啓

開
を

図
る

た
め

､早
期

復
旧

の
み

な
ら

ず
､被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド

･
ソ

フ
ト

）
の

維
持

を
定

め
た

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
る

。
土

木
建

築
部

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。
農

林
水

産
部

○
河

川
改

修
等

の
対

策
を

推
進

し
、

洪
水

や
台

風
等

の
災

害
に

よ
る

浸
水

被
害

の
防

止
・
軽

減
を

図
っ

た
。

○
河

川
改

修
等

の
対

策
を

引
き

続
き

実
施

し
、

洪
水

や
台

風
等

の
災

害
に

よ
る

浸
水

被
害

の
防

止
・
軽

減
を

図
る

。
土

木
建

築
部

○
物

流
・
人

流
へ

の
影

響
を

抑
え

る
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

や
大

分
港

等
に

お
け

る
港

湾
施

設
の

改
修

等
を

推
進

し
た

。
○

物
流

・
人

流
へ

の
影

響
を

抑
え

る
た

め
、

臼
杵

港
に

お
い

て
耐

震
強

化
岸

壁
の

整
備

や
大

分
港

等
に

お
け

る
港

湾
施

設
の

改
修

等
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
道

路
啓

開
計

画
に

基
づ

き
、

作
業

可
能

人
員

や
保

有
機

材
な

ど
の

情
報

を
共

有
し

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

し
た

。
○

道
路

啓
開

計
画

に
基

づ
き

、
緊

急
交

通
路

を
通

行
す

る
た

め
に

必
要

な
緊

急
通

行
車

両
の

事
前

届
出

済
証

の
届

出
手

続
き

を
復

旧
作

業
に

従
事

す
る

建
設

会
社

に
促

す
。

ま
た

、
啓

開
作

業
に

必
要

な
体

制
を

確
認

す
る

た
め

の
机

上
訓

練
を

実
施

す
る

。
土

木
建

築
部

5
-
4

広
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
分

断
す

る
等

、
基

幹
的

な
陸

上
・
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

停
止

に
よ

る
物

流
・
人

流
へ

の
甚

大
な

影
響

5
経

済
活

動
を

機
能

不
全

に
陥

ら
せ

な
い

5
-
3

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

・
重

要
な

産
業

施
設

の
損

壊
、

火
災

、
爆

発
等

39



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
大

規
模

自
然

災
害

の
発

生
時

を
想

定
し

た
、

食
料

等
の

供
給

・
確

保
に

関
し

て
、

供
給

元
で

あ
る

栽
培

施
設

の
補

強
、

保
守

管
理

の
強

化
に

向
け

た
研

修
会

や
展

示
会

を
実

施
し

た
。

○
大

規
模

自
然

災
害

の
発

生
時

を
想

定
し

た
、

食
料

等
の

供
給

・
確

保
に

関
し

て
、

供
給

元
で

あ
る

農
業

者
に

よ
る

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
や

栽
培

施
設

の
補

強
及

び
保

守
管

理
の

強
化

を
継

続
す

る
。

農
林

水
産

部

○
民

間
団

体
と

の
連

携
協

定
の

も
と

、
災

害
応

急
時

に
食

料
や

飲
料

の
提

供
が

円
滑

に
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
連

絡
先

リ
ス

ト
を

確
認

し
た

。
○

民
間

団
体

と
の

連
携

協
定

の
も

と
、

災
害

応
急

時
に

食
料

や
飲

料
の

提
供

が
円

滑
に

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

連
絡

先
リ

ス
ト

や
、

有
事

の
際

の
対

応
に

つ
い

て
の

確
認

を
継

続
す

る
。

農
林

水
産

部

○
災

害
発

生
時

の
水

産
業

の
継

続
･早

期
再

開
の

観
点

か
ら

､県
管

理
拠

点
漁

港
に

お
け

る
耐

震
･耐

津
波

の
機

能
診

断
に

基
づ

き
、

必
要

と
な

る
対

策
工

事
に

実
施

し
た

。
○

災
害

発
生

時
の

水
産

業
の

継
続

･早
期

再
開

の
観

点
か

ら
､県

管
理

拠
点

漁
港

に
お

け
る

耐
震

･耐
津

波
の

機
能

診
断

に
基

づ
き

、
必

要
と

な
る

対
策

工
事

に
促

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
農

業
水

利
施

設
の

計
画

的
な

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
行

う
た

め
、

機
能

保
全

計
画

を
策

定
し

た
。

○
農

業
水

利
施

設
の

計
画

的
な

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
行

う
た

め
、

機
能

保
全

計
画

を
策

定
す

る
。

農
林

水
産

部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
機

能
確

保
を

図
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
機

能
確

保
を

図
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

糸
原

杵
築

線
の

松
ヶ

尾
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

推
進

す
る

。
道

路
法

面
対

策
に

つ
い

て
は

、
別

府
一

の
宮

線
な

ど
で

対
策

を
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
個

別
施

設
計

画
を

基
に

農
道

橋
や

農
道

ト
ン

ネ
ル

の
適

切
な

管
理

・
保

全
対

策
の

実
施

を
推

進
し

た
。

○
個

別
施

設
計

画
を

基
に

農
道

橋
や

農
道

ト
ン

ネ
ル

の
適

切
な

管
理

・
保

全
対

策
の

実
施

を
推

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
迅

速
な

復
旧

復
興

や
円

滑
な

防
災

・
減

災
事

業
実

施
の

た
め

、
市

町
村

と
連

携
し

、
地

籍
調

査
を

実
施

し
た

。
○

迅
速

な
復

旧
復

興
や

大
規

模
災

害
へ

の
備

え
と

し
て

、
引

き
続

き
、

市
町

村
と

連
携

し
、

地
籍

調
査

を
強

化
す

る
。

農
林

水
産

部

○
大

分
地

区
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

特
別

防
災

区
域

協
議

会
の

各
事

業
所

で
の

地
震

・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。

○
防

災
週

間
に

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
協

議
会

の
各

事
業

所
で

の
地

震
・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
商

工
観

光
労

働
部

○
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

企
業

間
の

連
携

を
図

り
、

国
の

事
業

を
活

用
し

、
施

設
の

耐
震

化
等

の
取

組
を

推
進

し
た

。
○

大
分

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

企
業

協
議

会
を

通
じ

て
企

業
間

の
連

携
を

図
り

、
国

の
事

業
を

活
用

し
、

施
設

の
耐

震
化

等
の

取
組

を
継

続
す

る
。

商
工

観
光

労
働

部

○
非

常
時

の
迅

速
な

石
油

の
海

上
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
､大

分
港

の
港

湾
B

C
P

の
充

実
を

図
っ

た
。

○
非

常
時

の
迅

速
な

石
油

の
海

上
輸

送
経

路
啓

開
に

向
け

て
､大

分
港

の
港

湾
B

C
P

の
充

実
を

図
る

。
土

木
建

築
部

○
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
に

係
る

護
岸

や
堤

防
等

の
強

化
等

の
地

震
･津

波
対

策
を

推
進

し
た

｡
○

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

に
係

る
民

間
保

有
を

含
む

護
岸

や
堤

防
等

の
強

化
等

の
地

震
･津

波
対

策
を

着
実

に
進

め
て

い
く
。

土
木

建
築

部

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

を
県

経
済

を
牽

引
す

る
産

業
へ

育
て

る
た

め
、

「
大

分
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
企

業
会

」
を

中
心

に
、

研
究

開
発

、
人

材
育

成
及

び
販

路
開

拓
の

取
組

を
実

施
し

た
。

○
県

内
で

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
促

進
の

た
め

、
大

分
県

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

業
企

業
会

を
中

心
に

研
究

開
発

等
の

取
組

を
継

続
す

る
。

商
工

観
光

労
働

部

○
耐

震
調

査
が

必
要

な
水

路
工

作
物

4
1
箇

所
の

う
ち

、
下

赤
P

S
2
箇

所
、

桑
原

P
S
4
箇

所
の

耐
震

照
査

を
実

施
し

た
。

○
耐

震
調

査
が

必
要

な
水

路
工

作
物

4
1
箇

所
の

う
ち

、
北

川
P

S
1
箇

所
の

耐
震

照
査

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

○
耐

震
補

強
が

必
要

な
芹

川
第

二
P

S
建

屋
に

つ
い

て
は

、
R

N
工

事
の

予
定

と
併

せ
て

補
強

工
事

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

企
業

局

5
経

済
活

動
を

機
能

不
全

に
陥

ら
せ

な
い

6
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
、

燃
料

供
給

関
連

施
設

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
被

害
を

最
小

限
に

留
め

る
と

と
も

に
、

早
期

に
復

旧
さ

せ
る

6
-
1

電
力

供
給

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
発

変
電

所
、

送
配

電
設

備
）
や

都
市

ガ
ス

供
給

、
石

油
・
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
等

の
長

期
間

に
わ

た
る

機
能

の
停

止

5
-
5

食
料

等
の

安
定

供
給

の
停

滞

40



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
大

分
県

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
圏

域
別

連
携

推
進

会
議

に
お

い
て

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

が
遅

れ
て

い
る

市
町

村
に

対
し

、
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

導
入

及
び

水
道

料
金

の
見

直
し

等
に

よ
る

費
用

の
確

保
を

指
導

し
、

こ
れ

ら
の

ハ
ー

ド
対

策
等

を
進

め
る

よ
う

促
進

し
た

。

○
大

分
県

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

が
遅

れ
て

い
る

市
町

村
に

対
し

、
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

導
入

及
び

水
道

料
金

の
見

直
し

等
に

よ
る

費
用

の
確

保
を

指
導

し
、

耐
震

化
計

画
の

策
定

や
水

道
施

設
の

計
画

的
な

更
新

等
を

進
め

る
よ

う
促

進
す

る
。

生
活

環
境

部

○
工

業
用

水
道

事
業

に
係

る
構

築
物

の
耐

震
化

工
事

と
し

て
、

大
津

留
接

合
井

耐
震

化
工

事
、

大
津

留
浄

水
場

排
泥

槽
耐

震
化

工
事

を
実

施
し

た
。

○
工

業
用

水
道

事
業

に
係

る
構

築
物

の
耐

震
化

工
事

の
取

組
を

継
続

す
る

。
企

業
局

○
隧

道
を

相
互

に
補

完
す

る
給

水
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

隧
道

点
検

と
し

て
、

揚
水

隧
道

の
点

検
を

実
施

し
た

。
○

給
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
揚

水
及

び
導

水
隧

道
、

送
水

隧
道

（
判

田
・
小

池
原

線
）
の

点
検

を
実

施
し

、
計

画
的

な
補

修
を

推
進

す
る

。
企

業
局

○
令

和
4
年

度
に

は
、

津
久

見
市

等
に

お
い

て
公

共
下

水
道

終
末

処
理

場
の

耐
震

診
断

を
実

施
す

る
な

ど
、

下
水

道
施

設
（
処

理
場

､主
要

な
管

渠
等

）
の

地
震

対
策

・
耐

水
化

を
推

進
し

た
。

○
下

水
道

施
設

（
処

理
場

､主
要

な
管

渠
等

）
の

地
震

対
策

・
耐

水
化

を
推

進
し

､被
災

時
の

公
衆

衛
生

の
確

保
を

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

○
令

和
4
年

度
に

は
、

佐
伯

市
等

に
お

い
て

、
農

業
集

落
排

水
施

設
の

老
朽

化
対

策
と

し
て

改
築

工
事

を
推

進
し

た
｡

○
農

業
集

落
排

水
施

設
の

老
朽

化
に

対
す

る
機

能
診

断
結

果
に

基
づ

く
対

策
や

耐
震

化
を

着
実

に
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
浄

化
槽

に
つ

い
て

、
老

朽
化

し
た

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
災

害
に

強
い

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
転

換
を

促
進

し
た

。
○

浄
化

槽
管

理
台

帳
シ

ス
テ

ム
の

整
備

を
進

め
た

。

○
浄

化
槽

に
つ

い
て

、
老

朽
化

し
た

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
災

害
に

強
い

合
併

処
理

浄
化

槽
へ

の
転

換
を

促
進

す
る

。
○

浄
化

槽
管

理
台

帳
シ

ス
テ

ム
の

整
備

を
進

め
る

。
生

活
環

境
部

○
浄

化
槽

に
つ

い
て

､老
朽

化
し

た
単

独
処

理
浄

化
槽

か
ら

災
害

に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

を
促

進
し

た
｡

○
浄

化
槽

に
つ

い
て

､老
朽

化
し

た
単

独
処

理
浄

化
槽

か
ら

災
害

に
強

い
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

の
促

進
す

る
｡

土
木

建
築

部

○
L
1
相

当
の

津
波

に
よ

っ
て

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
る

蒲
江

漁
港

海
岸

に
つ

い
て

は
、

津
波

対
策

事
業

に
着

手
し

た
。

○
L
1
相

当
の

津
波

に
よ

っ
て

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
る

蒲
江

漁
港

海
岸

に
つ

い
て

は
、

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

輸
送

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

た
め

、
治

水
対

策
を

推
進

し
た

。
○

災
害

発
生

時
に

お
け

る
輸

送
ル

ー
ト

を
確

保
す

る
た

め
、

治
水

対
策

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
令

和
３

年
度

の
取

組
を

も
っ

て
、

県
内

の
主

要
駅

（
1
日

あ
た

り
乗

降
者

が
1
万

人
以

上
）
全

て
の

耐
震

化
が

完
了

し
た

｡
○

令
和

３
年

度
の

取
組

を
も

っ
て

、
県

内
の

主
要

駅
（
1
日

あ
た

り
乗

降
者

が
1
万

人
以

上
）
全

て
の

耐
震

化
が

完
了

し
た

｡
企

画
振

興
部

○
農

産
物

流
通

の
合

理
化

、
地

域
間

交
流

及
び

生
活

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

、
農

道
及

び
林

道
の

整
備

を
実

施
し

た
。

○
農

産
物

流
通

の
合

理
化

、
地

域
間

交
流

及
び

生
活

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

、
農

道
及

び
林

道
の

整
備

を
継

続
す

る
。

農
林

水
産

部

○
個

別
施

設
計

画
を

基
に

農
道

橋
や

農
道

ト
ン

ネ
ル

の
適

切
な

管
理

・
保

全
対

策
の

実
施

を
推

進
し

た
。

○
個

別
施

設
計

画
を

基
に

農
道

橋
や

農
道

ト
ン

ネ
ル

の
適

切
な

管
理

・
保

全
対

策
の

実
施

を
推

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
国

道
4
4
2
号

（
久

住
拡

幅
Ⅱ

）
や

豊
後

高
田

安
岐

線
（
小

田
原

工
区

）
な

ど
の

供
用

開
始

に
よ

り
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

推
進

し
た

。
○

国
道

3
8
7
号

（
川

底
工

区
）
や

宇
佐

本
耶

馬
溪

線
（
江

須
賀

工
区

）
等

、
国

・
県

道
の

整
備

を
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

輸
送

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

国
道

2
1
3
号

の
国

見
大

橋
な

ど
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

優
先

啓
開

ル
ー

ト
の

道
路

法
面

対
策

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

し
た

。

○
災

害
発

生
時

に
お

け
る

輸
送

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
上

に
あ

る
橋

梁
に

お
い

て
、

糸
原

杵
築

線
の

松
ヶ

尾
橋

な
ど

で
耐

震
補

強
工

事
を

推
進

す
る

。
優

先
啓

開
ル

ー
ト

の
道

路
法

面
対

策
等

に
つ

い
て

は
、

別
府

一
の

宮
線

な
ど

で
対

策
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
物

流
の

拠
点

と
な

る
重

要
港

湾
５

港
（
津

港
､別

府
港

､大
分

港
､津

久
見

港
､佐

伯
港

）
の

迅
速

な
航

路
啓

開
を

図
る

た
め

､早
期

復
旧

の
み

な
ら

ず
､被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド

･
ソ

フ
ト

）
の

維
持

を
定

め
た

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
っ

た
。

○
物

流
の

拠
点

と
な

る
重

要
港

湾
５

港
（
津

港
､別

府
港

､大
分

港
､津

久
見

港
､佐

伯
港

）
の

迅
速

な
航

路
啓

開
を

図
る

た
め

､早
期

復
旧

の
み

な
ら

ず
､被

災
時

の
最

低
限

の
港

湾
機

能
（
ハ

ー
ド

･
ソ

フ
ト

）
の

維
持

を
定

め
た

港
湾

B
C

P
の

充
実

化
を

図
る

。
土

木
建

築
部

6
-
3

汚
水

処
理

施
設

等
の

長
期

間
に

わ
た

る
機

能
停

止

上
水

道
等

の
長

期
間

に
わ

た
る

供
給

停
止

6
-
2

6
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
、

燃
料

供
給

関
連

施
設

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
被

害
を

最
小

限
に

留
め

る
と

と
も

に
、

早
期

に
復

旧
さ

せ
る

基
幹

的
交

通
か

ら
地

域
交

通
網

ま
で

、
陸

海
空

の
交

通
イ

ン
フ

ラ
の

長
期

間
に

わ
た

る
機

能
停

止
6
-
4

41



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

6
-
4

基
幹

的
交

通
か

ら
地

域
交

通
網

ま
で

、
陸

海
空

の
交

通
イ

ン
フ

ラ
の

長
期

間
に

わ
た

る
機

能
停

止

○
迅

速
な

復
旧

復
興

や
円

滑
な

防
災

・
減

災
事

業
実

施
の

た
め

、
市

町
村

と
連

携
し

、
地

籍
調

査
を

実
施

し
た

。
○

迅
速

な
復

旧
復

興
や

大
規

模
災

害
へ

の
備

え
と

し
て

、
引

き
続

き
、

市
町

村
と

連
携

し
、

地
籍

調
査

を
強

化
す

る
。

農
林

水
産

部

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。
農

林
水

産
部

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、

河
川

堤
防

､河
川

管
理

施
設

及
び

海
岸

保
全

施
設

の
津

波
対

策
、

地
震

･液
状

化
対

策
の

検
討

を
実

施
し

た
。

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、

河
川

堤
防

､河
川

管
理

施
設

及
び

海
岸

保
全

施
設

の
津

波
対

策
、

地
震

･液
状

化
対

策
の

検
討

を
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
既

存
ダ

ム
の

治
水

機
能

強
化

や
河

川
監

視
カ

メ
ラ

の
整

備
な

ど
、

ハ
ー

ド
整

備
と

ソ
フ

ト
対

策
が

一
体

と
な

っ
た

減
災

体
制

の
確

立
及

び
自

助
･共

助
･公

助
が

バ
ラ

ン
ス

良
く
機

能
し

た
減

災
対

策
を

推
進

し
た

｡

○
既

存
ダ

ム
の

治
水

機
能

強
化

や
防

災
情

報
の

提
供

な
ど

、
ハ

ー
ド

整
備

と
ソ

フ
ト

対
策

が
一

体
と

な
っ

た
減

災
体

制
の

確
立

及
び

自
助

･共
助

･公
助

が
バ

ラ
ン

ス
良

く
機

能
し

た
減

災
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
河

川
改

修
や

河
床

掘
削

･ダ
ム

建
設

な
ど

の
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

､県
内

の
要

対
策

箇
所

を
勘

案
し

、
既

存
施

設
を

有
効

活
用

す
る

な
ど

コ
ス

ト
縮

減
及

び
､投

資
効

果
の

高
い

箇
所

を
重

点
的

･集
中

的
に

推
進

し
た

｡

○
河

川
改

修
や

河
床

掘
削

･ダ
ム

建
設

な
ど

の
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

､県
内

の
要

対
策

箇
所

を
勘

案
し

、
既

存
施

設
を

有
効

活
用

す
る

な
ど

コ
ス

ト
縮

減
を

図
り

な
が

ら
､投

資
効

果
の

高
い

箇
所

に
重

点
的

･集
中

的
に

行
う

｡
土

木
建

築
部

○
8
地

区
に

お
い

て
過

去
に

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
地

域
の

河
川

改
修

を
完

了
さ

せ
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に

河
川

施
設

及
び

ダ
ム

が
機

能
停

止
に

陥
ら

な
い

た
め

の
対

策
等

を
推

進
し

た
｡

○
河

川
の

浸
水

被
害

の
解

消
及

び
軽

減
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に

河
川

施
設

及
び

ダ
ム

が
機

能
停

止
に

陥
ら

な
い

た
め

の
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

｡
土

木
建

築
部

○
近

年
の

激
甚

化
す

る
豪

雨
に

備
え

、
最

新
の

雨
量

統
計

の
解

析
結

果
を

踏
ま

え
､4

河
川

に
お

い
て

、
堤

防
補

強
を

含
む

河
川

改
修

等
の

抜
本

的
な

治
水

対
策

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
し

た
。

○
近

年
の

激
甚

化
す

る
豪

雨
に

備
え

、
最

新
の

雨
量

統
計

の
解

析
結

果
を

踏
ま

え
､治

水
ダ

ム
整

備
や

堤
防

補
強

を
含

む
河

川
改

修
等

の
抜

本
的

な
治

水
対

策
に

向
け

た
取

り
組

み
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

土
木

建
築

部

○
災

害
派

遣
医

療
チ

ー
ム

（
D

M
A

T
）
の

隊
員

養
成

研
修

の
実

施
を

通
じ

て
、

隊
員

登
録

数
の

増
加

に
繋

げ
る

と
と

も
に

、
技

能
維

持
研

修
の

実
施

を
通

じ
て

、
現

隊
員

の
資

質
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
災

害
医

療
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

○
災

害
医

療
体

制
の

更
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
、

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
（
D

M
A

T
）

隊
員

の
養

成
に

加
え

て
、

現
隊

員
の

資
質

向
上

に
も

取
り

組
ん

で
い

く
。

　
ま

た
、

大
分

県
総

合
防

災
訓

練
等

の
各

種
防

災
訓

練
を

通
し

て
、

D
M

A
T
と

警
察

、
消

防
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
を

進
め

て
い

く
。

福
祉

保
健

部

○
消

防
職

員
の

訓
練

に
つ

い
て

、
教

育
内

容
を

実
技

重
視

に
見

直
す

等
、

充
実

強
化

を
図

っ
た

。

○
女

性
消

防
団

員
や

機
能

別
消

防
団

員
の

導
入

促
進

に
つ

い
て

、
補

助
事

業
の

実
施

や
会

議
等

の
機

会
を

通
じ

て
の

働
き

か
け

等
に

よ
り

、
地

域
防

災
力

の
要

で
あ

る
消

防
団

員
の

確
保

を
図

っ
た

。

○
消

防
団

の
認

知
度

向
上

や
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
て

、
消

防
団

を
Ｐ

Ｒ
す

る
動

画
を

作
成

し
、

Ｙ
ｏ

ｕ
ｔｕ

ｂ
ｅ
上

で
公

開
し

た
。

○
消

防
職

員
の

訓
練

に
つ

い
て

、
実

技
重

視
の

教
育

に
引

き
続

き
取

り
組

み
、

実
災

害
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

○
女

性
消

防
団

員
や

機
能

別
消

防
団

員
の

導
入

促
進

に
つ

い
て

、
補

助
事

業
の

実
施

や
会

議
等

の
機

会
を

通
じ

て
の

働
き

か
け

等
を

継
続

し
、

地
域

防
災

力
の

要
で

あ
る

消
防

団
員

の
確

保
を

図
る

。

○
消

防
団

の
更

な
る

認
知

度
向

上
を

図
る

た
め

、
消

防
団

を
Ｐ

Ｒ
す

る
広

告
を

作
成

し
、

Ｙ
ｏ

ｕ
ｔｕ

ｂ
ｅ
上

で
公

開
す

る
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
防

災
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
強

化
の

た
め

、
都

市
の

骨
格

と
な

る
庄

の
原

佐
野

線
（
下

郡
工

区
）

等
の

県
内

の
街

路
整

備
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と

な
る

都
市

公
園

の
計

画
的

な
整

備
・
更

新
･補

修
を

実
施

し
た

。

○
庄

の
原

佐
野

線
（
下

郡
工

区
）
等

の
都

市
の

骨
格

と
な

る
街

路
の

整
備

に
よ

る
防

災
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
強

化
及

び
避

難
場

所
や

帰
宅

困
難

者
等

の
一

時
退

避
施

設
と

な
る

都
市

公
園

の
計

画
的

な
整

備
・
更

新
･補

修
を

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

、
燃

料
供

給
関

連
施

設
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

被
害

を
最

小
限

に
留

め
る

と
と

も
に

、
早

期
に

復
旧

さ
せ

る

7
-
1

地
震

に
伴

う
市

街
地

の
大

規
模

火
災

の
発

生
に

よ
る

多
数

の
死

傷
者

の
発

生
7

制
御

不
能

な
複

合
災

害
・
二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

6

防
災

施
設

の
長

期
間

に
わ

た
る

機
能

不
全

6
-
5

42



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

7
-
1

地
震

に
伴

う
市

街
地

の
大

規
模

火
災

の
発

生
に

よ
る

多
数

の
死

傷
者

の
発

生
○

避
難

場
所

と
な

る
都

市
公

園
の

計
画

的
な

整
備

・
更

新
･補

修
を

推
進

し
た

。
○

避
難

場
所

と
な

る
都

市
公

園
の

計
画

的
な

整
備

・
更

新
･補

修
を

継
続

す
る

。
土

木
建

築
部

○
大

分
地

区
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

特
別

防
災

区
域

協
議

会
の

各
事

業
所

で
の

地
震

・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。

○
防

災
週

間
に

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
協

議
会

の
各

事
業

所
で

の
地

震
・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
地

震
や

津
波

に
よ

る
被

害
を

最
小

化
す

る
た

め
、

「
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

」
を

通
じ

た
企

業
間

の
連

携
を

図
り

、
国

の
事

業
を

活
用

し
て

屋
外

貯
蔵

タ
ン

ク
の

耐
震

化
の

促
進

を
図

っ
た

。

○
地

震
や

津
波

に
よ

る
被

害
を

最
小

化
す

る
た

め
、

「
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

」
を

通
じ

た
企

業
間

の
連

携
を

図
り

、
国

の
事

業
を

活
用

し
て

屋
外

貯
蔵

タ
ン

ク
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
商

工
観

光
労

働
部

○
国

･県
･民

間
が

連
携

し
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
に

係
る

護
岸

や
堤

防
等

の
強

化
等

の
地

震
･津

波
対

策
を

着
実

に
推

進
し

た
。

○
国

･県
･民

間
が

連
携

し
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
に

係
る

護
岸

や
堤

防
等

の
強

化
等

の
地

震
･津

波
対

策
を

着
実

に
推

進
す

る
。

土
木

建
築

部

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、

河
川

堤
防

､河
川

管
理

施
設

及
び

海
岸

保
全

施
設

の
津

波
対

策
、

地
震

･液
状

化
対

策
の

検
討

を
実

施
し

た
。

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、

河
川

堤
防

､河
川

管
理

施
設

及
び

海
岸

保
全

施
設

の
津

波
対

策
、

地
震

･液
状

化
対

策
の

検
討

を
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
海

岸
保

全
施

設
（
守

江
海

岸
等

）
の

津
波

対
策

を
推

進
し

た
。

○
海

岸
保

全
施

設
の

津
波

対
策

を
引

き
続

き
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
大

規
模

津
波

に
よ

り
船

舶
等

が
流

出
し

、
二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

船
舶

の
適

正
管

理
を

推
進

し
た

｡
○

大
規

模
津

波
に

よ
り

船
舶

等
が

流
出

し
、

二
次

災
害

を
発

生
さ

せ
な

い
た

め
船

舶
の

適
正

管
理

を
継

続
す

る
｡

土
木

建
築

部

○
大

規
模

津
波

に
よ

り
船

舶
等

が
流

出
し

、
二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

船
舶

の
適

正
管

理
を

推
進

し
た

｡
○

大
規

模
津

波
に

よ
り

船
舶

等
が

流
出

し
、

二
次

災
害

を
発

生
さ

せ
な

い
た

め
船

舶
の

適
正

管
理

を
継

続
す

る
｡

土
木

建
築

部

○
災

害
発

生
時

の
水

産
業

の
継

続
･早

期
再

開
の

観
点

か
ら

､県
管

理
拠

点
漁

港
に

お
け

る
耐

震
･耐

津
波

の
機

能
診

断
に

基
づ

き
、

必
要

と
な

る
対

策
工

事
に

実
施

し
た

。
○

災
害

発
生

時
の

水
産

業
の

継
続

･早
期

再
開

の
観

点
か

ら
､県

管
理

拠
点

漁
港

に
お

け
る

耐
震

･耐
津

波
の

機
能

診
断

に
基

づ
き

、
必

要
と

な
る

対
策

工
事

に
促

進
す

る
。

農
林

水
産

部

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
別

府
市

に
お

い
て

、
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

等
の

防
災

情
報

の
発

信
強

化
を

推
進

し
た

｡
○

実
効

性
の

あ
る

避
難

行
動

を
促

す
た

め
、

浸
水

想
定

区
域

図
の

作
成

･公
表

な
ど

の
取

組
及

び
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し

た
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

等
の

防
災

情
報

の
発

信
強

化
を

引
き

続
き

推
進

す
る

｡

土
木

建
築

部

○
住

宅
･建

築
物

は
､県

民
の

耐
震

化
の

必
要

性
に

対
す

る
認

識
不

足
、

耐
震

診
断

･耐
震

改
修

の
経

済
的

負
担

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
啓

発
活

動
及

び
補

助
制

度
に

よ
る

支
援

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

｡

○
取

組
み

の
結

果
、

県
民

の
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

へ
の

関
心

が
低

い
こ

と
や

、
耐

震
診

断
、

耐
震

改
修

等
に

要
す

る
経

費
を

経
済

的
に

負
担

と
感

じ
て

耐
震

化
を

行
わ

な
い

こ
と

等
が

課
題

と
し

て
残

る
。

さ
ら

な
る

住
宅

・
建

築
物

の
耐

震
化

に
向

け
て

、
広

報
活

動
の

強
化

に
よ

る
啓

発
を

実
施

し
、

補
助

制
度

に
よ

る
支

援
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

で
、

耐
震

化
を

促
進

す
る

。
沿

線
・
沿

道
の

う
ち

優
先

度
の

高
い

一
定

区
間

に
つ

い
て

は
、

よ
り

重
点

的
な

耐
震

化
の

誘
導

を
図

る
。

土
木

建
築

部

○
災

害
時

に
必

要
と

な
る

被
災

宅
地

危
険

度
判

定
士

確
保

の
た

め
の

講
習

会
を

実
施

し
た

。

○
派

遣
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
名

簿
の

作
成

な
ど

派
遣

体
制

を
整

え
る

た
め

の
検

討
を

行
っ

た
。

○
復

興
を

支
え

る
人

材
確

保
の

た
め

、
継

続
し

て
講

習
会

を
実

施
し

、
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
確

保
を

図
る

。

○
派

遣
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
名

簿
の

作
成

な
ど

を
整

え
る

。

土
木

建
築

部

7
-
2

海
上

・
臨

海
部

の
広

域
複

合
災

害
の

発
生

7
-
3

沿
線

・
沿

道
の

建
物

倒
壊

に
伴

う
閉

塞
、

地
下

構
造

物
の

倒
壊

等
に

伴
う

陥
没

に
よ

る
交

通
麻

痺

7
制

御
不

能
な

複
合

災
害

・
二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

43



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

7
-
3

沿
線

・
沿

道
の

建
物

倒
壊

に
伴

う
閉

塞
、

地
下

構
造

物
の

倒
壊

等
に

伴
う

陥
没

に
よ

る
交

通
麻

痺

○
停

電
に

よ
る

交
通

信
号

機
の

停
止

対
策

の
た

め
、

自
起

動
式

発
動

発
電

機
及

び
可

搬
式

発
動

発
電

機
の

計
画

的
な

整
備

を
実

施
し

た
。

○
自

起
動

式
発

動
発

電
機

及
び

可
搬

式
発

動
発

電
機

を
計

画
的

に
整

備
し

、
停

電
に

よ
る

信
号

機
の

停
止

が
原

因
で

発
生

す
る

交
通

渋
滞

、
交

通
事

故
の

回
避

を
図

る
。

警
察

本
部

○
大

規
模

地
震

や
台

風
・
豪

雨
等

に
よ

る
決

壊
等

を
防

ぎ
国

土
保

全
を

図
る

た
め

、
た

め
池

改
修

を
実

施
し

た
。

○
今

後
も

堤
体

の
調

査
を

行
い

、
廃

止
を

含
め

た
ハ

ー
ド

対
策

を
推

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
機

能
保

全
計

画
を

基
に

、
農

業
用

ダ
ム

等
の

農
業

水
利

施
設

の
更

新
や

長
寿

命
化

対
策

を
強

化
し

、
対

策
工

事
を

実
施

し
た

。
○

機
能

保
全

計
画

を
基

に
、

農
業

用
ダ

ム
等

の
農

業
水

利
施

設
の

更
新

や
長

寿
命

化
対

策
を

強
化

し
、

対
策

工
事

を
実

施
す

る
。

農
林

水
産

部

○
市

町
村

･地
域

住
民

と
連

携
し

､ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
な

ど
の

ソ
フ

ト
対

策
と

ハ
ー

ド
対

策
を

適
切

に
組

み
合

わ
せ

た
対

策
を

推
進

し
た

。
○

市
町

村
･地

域
住

民
と

連
携

し
､ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

な
ど

の
ソ

フ
ト

対
策

と
ハ

ー
ド

対
策

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ
た

対
策

を
引

き
続

き
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

公
共

用
水

域
へ

の
有

害
物

質
の

流
出

等
を

防
止

す
る

た
め

の
資

材
整

備
や

､事
故

発
生

を
想

定
し

た
水

質
事

故
等

緊
急

連
絡

体
制

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
整

備
・
更

新
を

行
う

な
ど

､引
き

続
き

関
係

機
関

が
連

携
し

て
取

組
を

行
っ

た
｡

公
共

用
水

域
へ

の
有

害
物

質
の

流
出

等
を

防
止

す
る

た
め

の
資

材
整

備
や

､事
故

発
生

を
想

定
し

た
水

質
事

故
等

緊
急

連
絡

体
制

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
整

備
・
更

新
を

行
う

な
ど

､引
き

続
き

関
係

機
関

が
連

携
し

て
取

組
を

行
う

。
生

活
環

境
部

○
農

業
用

施
設

（
暖

房
関

連
施

設
）
の

老
朽

化
等

に
よ

る
重

油
流

出
を

防
止

す
る

た
め

、
保

守
管

理
の

徹
底

及
び

計
画

的
な

施
設

更
新

な
ど

の
注

意
喚

起
を

行
っ

た
。

○
有

害
物

質
の

大
規

模
拡

散
・
流

出
等

を
防

止
す

る
た

め
、

農
業

用
施

設
の

補
強

及
び

保
守

管
理

の
強

化
を

継
続

す
る

。
農

林
水

産
部

○
大

分
地

区
石

油
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
等

特
別

防
災

区
域

協
議

会
の

各
事

業
所

で
の

地
震

・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。

○
防

災
週

間
に

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
協

議
会

の
各

事
業

所
で

の
地

震
・
津

波
想

定
避

難
訓

練
及

び
大

分
県

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
防

災
本

部
主

催
に

よ
る

大
分

地
区

石
油

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

等
特

別
防

災
区

域
総

合
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

、
企

業
間

の
連

携
を

図
り

、
国

の
事

業
を

活
用

し
た

施
設

の
耐

震
化

等
の

取
組

を
推

進
し

た
。

○
大

分
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
企

業
協

議
会

を
通

じ
て

、
企

業
間

の
連

携
を

図
り

、
国

の
事

業
を

活
用

し
た

施
設

耐
震

化
に

努
め

る
。

商
工

観
光

労
働

部

○
老

朽
化

し
た

休
廃

止
鉱

山
の

抗
廃

水
処

理
施

設
の

修
繕

等
を

計
画

的
に

実
施

し
た

。
○

引
き

続
き

、
老

朽
化

し
た

休
廃

止
鉱

山
の

抗
廃

水
処

理
施

設
の

修
繕

等
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
商

工
観

光
労

働
部

○
近

隣
の

原
子

力
発

電
所

の
原

子
力

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

備
え

、
テ

レ
ビ

電
話

等
を

活
用

し
、

愛
媛

県
と

連
携

し
た

原
子

力
防

災
訓

練
を

実
施

し
た

。
○

愛
媛

県
と

連
携

し
た

原
子

力
防

災
訓

練
の

実
施

及
び

避
難

者
受

入
れ

訓
練

未
実

施
の

市
町

村
に

お
け

る
訓

練
を

検
討

す
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
農

業
・
農

村
が

有
す

る
多

面
的

機
能

の
維

持
・
発

揮
を

図
る

た
め

、
地

域
共

同
で

行
う

農
業

の
多

面
的

機
能

を
支

え
る

活
動

及
び

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

活
動

を
支

援
し

た
。

大
規

模
地

震
や

台
風

・
豪

雨
等

に
よ

る
決

壊
等

を
防

ぎ
国

土
保

全
を

図
る

た
め

、
た

め
池

改
修

を
実

施
し

た
。

○
地

域
共

同
で

行
う

農
業

の
多

面
的

機
能

を
支

え
る

活
動

及
び

地
域

資
源

の
質

的
向

上
を

図
る

活
動

の
支

援
を

推
進

す
る

。
今

後
も

堤
体

の
調

査
を

行
い

、
廃

止
を

含
め

た
ハ

ー
ド

対
策

を
推

進
す

る
。

農
林

水
産

部

○
伐

採
跡

地
の

荒
廃

地
化

を
防

ぐ
た

め
の

再
造

林
の

推
進

及
び

山
地

災
害

危
険

地
区

に
つ

い
て

、
治

山
施

設
等

に
よ

る
整

備
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

治
水

･治
山

施
設

の
整

備
等

の
防

災
減

災
対

策
を

ハ
ー

ド
･ソ

フ
ト

を
組

み
合

わ
せ

て
推

進
し

た
。

○
再

造
林

の
作

業
の

省
労

力
化

及
び

低
コ

ス
ト

化
を

行
い

、
安

定
的

な
苗

木
の

供
給

体
制

の
推

進
を

図
る

。
山

地
災

害
危

険
地

区
に

お
い

て
は

、
、

引
き

続
き

効
率

的
・
効

果
的

な
施

設
等

の
整

備
を

推
進

す
る

。
農

林
水

産
部

○
山

間
地

等
に

お
け

る
避

難
路

や
代

替
輸

送
路

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
森

林
が

有
す

る
国

土
保

全
機

能
の

適
切

な
発

揮
に

資
す

る
た

め
、

林
道

等
の

整
備

を
実

施
し

た
。

○
山

間
地

等
に

お
け

る
避

難
路

の
確

保
や

森
林

整
備

は
進

ん
で

い
る

が
、

依
然

と
し

て
道

路
未

整
備

森
林

は
多

く
、

一
層

の
ア

ク
セ

ス
改

善
が

必
要

で
あ

る
た

め
林

道
等

の
整

備
を

推
進

す
る

。
農

林
水

産
部

7
制

御
不

能
な

複
合

災
害

・
二

次
災

害
を

発
生

さ
せ

な
い

7
-
5

有
害

物
質

の
大

規
模

拡
散

・
流

出
に

よ
る

被
害

の
拡

大

7
-
6

農
地

・
森

林
等

の
荒

廃
に

よ
る

被
害

の
拡

大

7
-
4

た
め

池
、

防
災

施
設

、
天

然
ダ

ム
等

の
損

壊
・
機

能
不

全
や

堆
積

し
た

土
砂

、
火

山
噴

出
物

の
流

出
に

よ
る

多
数

の
死

傷
者

の
発

生

44



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
県

が
策

定
し

た
災

害
廃

棄
物

処
理

モ
デ

ル
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
参

考
と

し
て

、
各

市
町

村
の

実
情

に
応

じ
た

住
民

用
集

積
所

及
び

仮
置

場
の

候
補

地
、

設
置

準
備

及
び

広
報

・
運

営
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

、
各

市
町

村
毎

の
災

害
廃

棄
物

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
を

推
進

し
た

。

○
災

害
廃

棄
物

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
未

策
定

の
自

治
体

に
あ

っ
て

は
、

策
定

を
支

援
し

、
策

定
済

み
の

自
治

体
に

あ
っ

て
は

、
仮

置
場

候
補

地
等

の
見

直
し

を
随

時
行

う
。

生
活

環
境

部

○
人

材
育

成
と

し
て

、
市

町
村

職
員

及
び

災
害

時
応

援
協

定
締

結
団

体
員

を
対

象
と

し
た

災
害

廃
棄

物
処

理
研

修
会

を
実

施
し

た
。

○
最

新
の

被
害

想
定

等
に

基
づ

き
、

市
町

村
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

の
策

定
及

び
見

直
し

を
推

進
す

る
。

○
市

町
村

及
び

災
害

時
応

援
協

定
締

結
団

体
の

人
材

育
成

に
つ

い
て

は
、

発
災

後
の

円
滑

な
対

応
に

向
け

、
実

践
的

な
研

修
を

実
施

す
る

。

生
活

環
境

部

○
道

路
啓

開
を

迅
速

に
実

施
す

る
上

で
必

要
な

体
制

確
立

の
た

め
、

作
業

可
能

人
員

や
保

有
機

材
な

ど
の

情
報

を
道

路
管

理
者

と
関

係
行

政
機

関
で

共
有

し
、

啓
開

作
業

に
必

要
な

体
制

を
確

認
し

た
。

○
道

路
啓

開
計

画
に

基
づ

き
、

緊
急

交
通

路
を

通
行

す
る

た
め

に
必

要
な

緊
急

通
行

車
両

の
事

前
届

出
済

証
の

届
出

手
続

き
を

復
旧

作
業

に
従

事
す

る
建

設
会

社
に

促
す

。
ま

た
、

啓
開

作
業

に
必

要
な

体
制

を
確

認
す

る
た

め
の

机
上

訓
練

を
実

施
す

る
。

土
木

建
築

部

○
建

設
産

業
の

担
い

手
確

保
に

向
け

、
建

設
労

働
者

の
U

IJ
タ

ー
ン

促
進

、
若

手
就

業
者

の
資

格
取

得
支

援
、

就
労

環
境

の
改

善
支

援
、

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
等

の
実

施
に

加
え

、
建

設
産

業
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
の

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

担
い

手
確

保
･育

成
の

取
組

を
行

っ
た

。

○
建

設
産

業
の

担
い

手
確

保
に

向
け

、
建

設
労

働
者

の
U

IJ
タ

ー
ン

促
進

、
若

手
就

業
者

の
資

格
取

得
支

援
、

就
労

環
境

の
改

善
支

援
、

建
設

産
業

の
魅

力
発

信
等

の
実

施
に

加
え

、
建

設
産

業
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
の

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

担
い

手
確

保
･育

成
の

取
組

を
行

う
。

土
木

建
築

部

○
九

州
各

県
の

総
合

防
災

訓
練

に
合

わ
せ

た
リ

エ
ゾ

ン
派

遣
及

び
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
割

当
て

合
同

訓
練

に
参

加
し

、
広

域
応

援
体

制
の

認
識

・
共

有
を

図
っ

た
。

○
｢九

州
･山

口
9
県

災
害

時
応

援
協

定
｣に

基
づ

き
合

同
訓

練
を

検
討

し
、

広
域

応
援

体
制

の
認

識
・
共

有
を

図
る

。
生

活
環

境
部

（
防

災
局

）

○
内

閣
府

が
実

施
す

る
防

災
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

養
成

研
修

（
１

年
研

修
コ

ー
ス

）
に

職
員

１
名

を
派

遣
し

、
県

職
員

の
防

災
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

養
成

を
図

っ
た

。
○

内
閣

府
が

実
施

す
る

防
災

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
養

成
研

修
（
１

年
研

修
コ

ー
ス

）
に

職
員

１
名

を
派

遣
し

、
県

職
員

の
防

災
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

養
成

を
図

る
。

総
務

部

○
被

災
者

台
帳

シ
ス

テ
ム

の
市

町
村

向
け

操
作

研
修

会
を

実
施

し
た

。
○

被
災

者
台

帳
シ

ス
テ

ム
の

市
町

村
向

け
操

作
研

修
会

を
制

度
改

正
等

に
対

応
し

つ
つ

、
継

続
し

て
実

施
す

る
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

○
自

主
防

災
組

織
の

活
動

や
防

災
士

の
養

成
を

促
進

す
る

た
め

、
各

種
研

修
会

を
開

催
し

た
。

特
に

、
防

災
訓

練
等

の
企

画
、

避
難

所
の

運
営

、
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

活
用

な
ど

、
地

域
の

防
災

活
動

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

防
災

士
の

育
成

を
推

進
し

た
。

○
自

主
防

災
組

織
の

活
動

や
防

災
士

の
養

成
を

促
進

す
る

た
め

、
各

種
研

修
会

を
開

催
す

る
。

特
に

、
早

期
避

難
の

定
着

や
地

域
で

の
避

難
支

援
態

勢
づ

く
り

の
た

め
、

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
研

修
を

行
い

、
地

域
の

防
災

活
動

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

防
災

士
の

育
成

を
推

進
す

る
。

生
活

環
境

部
（
防

災
局

）

〇
災

害
発

生
通

報
の

最
前

線
で

あ
る

警
察

署
に

対
し

、
技

能
指

導
官

(災
害

)に
よ

る
指

導
及

び
救

助
資

機
材

等
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

高
度

な
救

助
能

力
を

有
す

る
機

動
隊

等
に

よ
る

救
出

救
助

訓
練

等
を

実
施

し
た

。

〇
県

内
各

警
察

署
を

中
心

と
し

た
、

県
警

全
体

の
計

画
的

な
装

備
資

機
材

の
整

備
及

び
段

階
的

な
災

害
救

助
訓

練
の

実
施

を
推

進
し

対
処

能
力

の
向

上
を

図
る

。
警

察
本

部

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
に

対
す

る
専

門
家

派
遣

や
各

種
事

業
推

進
を

通
じ

て
、

県
下

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
構

成
集

落
数

は
、

1
2
4
地

域
1
,9

2
9
集

落
へ

と
拡

大
し

た
。

主
な

取
組

主
体

で
あ

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
で

は
、

各
種

行
事

や
高

齢
者

の
見

守
り

、
防

災
訓

練
な

ど
生

活
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
様

々
な

取
組

が
行

わ
れ

た
。

○
専

門
家

派
遣

や
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た

支
援

に
引

き
続

き
取

り
組

む
と

と
も

に
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

組
織

の
自

主
財

源
確

保
を

推
進

し
、

持
続

可
能

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

を
図

る
。

企
画

振
興

部

○
R

4
年

9
月

の
台

風
1
4
号

通
過

後
、

農
作

物
や

農
業

用
施

設
の

被
災

状
況

を
速

や
か

に
関

係
機

関
と

共
有

。
誤

っ
た

情
報

が
市

場
や

消
費

地
に

伝
わ

ら
な

い
よ

う
注

意
喚

起
し

た
。

○
農

作
物

に
関

す
る

正
し

い
情

報
を

共
有

・
発

信
す

る
た

め
、

関
係

団
体

と
情

報
共

有
の

場
を

設
定

し
、

連
携

を
図

る
。

農
林

水
産

部

○
令

和
4
年

度
に

は
、

大
分

市
に

お
い

て
想

定
最

大
規

模
降

雨
に

対
す

る
内

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

の
た

め
の

基
礎

調
査

を
行

っ
た

。

○
下

水
道

に
よ

る
浸

水
対

策
を

実
施

す
る

全
て

の
市

町
村

に
お

い
て

､想
定

最
大

規
模

降
雨

に
対

す
る

内
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

･公
表

の
取

組
を

推
進

す
る

。
土

木
建

築
部

○
8
地

区
に

お
い

て
過

去
に

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
地

域
の

河
川

改
修

を
完

了
さ

せ
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
及

び
1
3
6
箇

所
に

お
い

て
河

川
内

樹
木

伐
採

や
河

床
掘

削
等

の
対

策
を

推
進

し
た

。

○
河

川
の

浸
水

被
害

の
解

消
及

び
軽

減
､排

水
機

場
や

管
渠

等
の

排
水

施
設

の
整

備
並

び
に

河
川

施
設

及
び

ダ
ム

が
機

能
停

止
に

陥
ら

な
い

た
め

の
対

策
を

引
き

続
き

推
進

す
る

｡
土

木
建

築
部

復
興

を
支

え
る

人
材

等
（
専

門
家

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

労
働

者
、

地
域

に
精

通
し

た
技

術
者

等
）
の

不
足

、
よ

り
良

い
復

興
に

向
け

た
ビ

ジ
ョ

ン
の

欠
如

等
に

よ
り

復
興

で
き

な
く
な

る
事

態

8
-
2

8
-
4

広
域

地
盤

沈
下

等
に

よ
る

広
域

・
長

期
に

わ
た

る
浸

水
被

害
の

発
生

に
よ

り
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

8
-
3

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
、

治
安

の
悪

化
等

に
よ

り
復

旧
・
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

8
社

会
・
経

済
が

迅
速

か
つ

従
前

よ
り

強
靱

な
姿

で
復

興
で

き
る

条
件

を
整

備
す

る

8
-
1

大
量

に
発

生
す

る
災

害
廃

棄
物

の
処

理
の

停
滞

に
よ

り
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

45



前
年

度
（
令

和
４

年
度

）
の

主
な

取
組

今
後

（
令

和
５

年
度

以
降

）
の

取
組

部
局

名
起

き
て

は
な

ら
な

い
最

悪
の

事
態

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

大
分

県
地

域
強

靱
化

計
画

の
主

な
実

施
状

況
（
資

料
２

）

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

に
着

手
し

た
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

3
箇

所
で

実
施

し
た

。

○
施

設
の

津
波

対
策

で
早

急
な

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

県
営

漁
港

の
2
海

岸
の

津
波

対
策

を
促

進
す

る
。

○
老

朽
化

施
設

の
機

能
保

全
工

事
を

県
営

漁
港

5
箇

所
で

実
施

す
る

。
農

林
水

産
部

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、

河
川

堤
防

､河
川

管
理

施
設

及
び

海
岸

保
全

施
設

の
津

波
対

策
、

地
震

･液
状

化
対

策
の

検
討

を
実

施
し

た
。

○
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

、
海

岸
堤

防
、

河
川

堤
防

､河
川

管
理

施
設

及
び

海
岸

保
全

施
設

の
津

波
対

策
、

地
震

･液
状

化
対

策
の

検
討

を
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
海

岸
保

全
施

設
（
守

江
海

岸
等

）
の

津
波

対
策

を
推

進
し

た
。

○
海

岸
保

全
施

設
の

津
波

対
策

を
引

き
続

き
継

続
す

る
。

土
木

建
築

部

○
県

下
の

中
小

河
川

1
2
0
河

川
に

お
い

て
、

想
定

最
大

規
模

の
浸

水
想

定
区

域
図

の
作

成
に

着
手

し
、

浸
水

被
害

に
対

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。

○
浸

水
被

害
に

対
す

る
取

組
、

市
町

村
･地

域
住

民
と

連
携

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
等

の
防

災
情

報
の

発
信

強
化

及
び

県
内

の
市

町
村

や
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

対
策

を
継

続
す

る
｡

土
木

建
築

部

○
県

内
市

町
村

が
作

成
す

る
文

化
財

活
用

地
域

計
画

の
な

か
で

、
防

災
部

局
と

の
連

携
を

す
す

め
た

。
災

害
発

生
時

の
対

応
方

針
を

は
じ

め
、

個
別

具
体

の
協

議
を

す
す

め
た

。
○

県
内

市
町

村
が

作
成

す
る

文
化

財
活

用
地

域
計

画
の

な
か

で
、

防
災

部
局

と
の

連
携

を
す

す
め

、
災

害
発

生
時

の
対

応
、

市
町

村
の

個
別

の
状

況
を

踏
ま

え
、

防
災

措
置

や
推

進
体

制
を

整
え

て
い

く
。

教
育

庁

○
市

町
村

の
文

化
財

担
当

者
を

対
象

と
し

た
実

務
者

研
修

会
を

２
回

開
催

し
、

文
化

財
の

取
り

扱
い

・
修

復
を

行
う

人
材

育
成

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

文
化

庁
な

ど
が

実
施

す
る

諸
研

修
へ

の
参

加
を

通
し

て
、

人
材

育
成

及
び

情
報

共
有

を
図

っ
た

。

○
市

町
村

の
文

化
財

担
当

者
を

対
象

と
し

た
実

務
者

研
修

会
を

開
催

し
、

文
化

財
の

取
り

扱
い

・
修

復
を

行
う

人
材

育
成

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
熊

本
地

震
か

ら
時

間
が

経
過

し
て

お
り

、
災

害
対

応
の

風
化

を
防

ぐ
た

め
、

復
興

に
応

援
派

遣
し

た
職

員
が

得
た

復
興

過
程

の
知

見
の

共
有

を
図

る
、

あ
る

い
は

、
博

物
館

等
で

の
展

示
や

講
座

を
開

催
し

、
広

く
周

知
を

図
る

。
教

育
庁

○
発

災
後

は
、

復
興

に
向

け
て

急
速

か
つ

膨
大

な
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

発
生

す
る

こ
と

に
よ

り
、

埋
蔵

文
化

財
調

査
な

ど
の

調
査

業
務

が
予

測
さ

れ
る

。
そ

う
し

た
状

況
に

対
応

す
る

た
め

、
埋

蔵
文

化
財

担
当

職
員

な
ど

、
専

門
職

員
の

確
保

を
す

す
め

た
。

○
発

災
後

は
、

復
興

に
向

け
て

急
速

か
つ

膨
大

な
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

発
生

す
る

こ
と

に
よ

り
、

埋
蔵

文
化

財
調

査
や

文
化

財
の

緊
急

保
存

調
査

な
ど

の
調

査
業

務
が

予
測

さ
れ

る
。

そ
う

し
た

状
況

に
対

応
す

る
た

め
、

文
化

財
の

保
存

科
学

担
当

職
員

な
ど

、
専

門
職

員
の

確
保

を
要

請
し

て
い

く
。

教
育

庁

○
「
お

お
い

た
文

化
財

ず
か

ん
」
を

作
成

を
通

し
て

、
文

化
財

の
記

録
保

存
を

す
す

め
た

。
○

「
お

お
い

た
文

化
財

ず
か

ん
」
の

内
容

更
新

を
行

い
、

文
化

財
の

記
録

保
存

を
継

続
し

て
い

く
。

教
育

庁

○
災

害
時

に
備

え
て

各
市

町
村

と
連

携
し

、
応

急
仮

設
住

宅
建

設
候

補
地

台
帳

の
更

新
を

行
っ

た
。

○
災

害
発

生
時

、
迅

速
か

つ
適

当
な

応
急

仮
設

住
宅

の
供

与
が

必
要

な
た

め
、

応
急

仮
設

住
宅

建
設

地
台

帳
を

更
新

し
､配

置
計

画
図

を
作

成
す

る
こ

と
で

応
急

仮
設

住
宅

の
供

給
体

制
の

確
立

を
図

る
｡

土
木

建
築

部

○
協

定
団

体
と

協
力

し
、

行
政

職
員

向
け

の
応

急
仮

設
住

宅
建

設
候

補
地

の
選

定
や

仮
設

住
宅

の
配

置
計

画
に

関
す

る
実

地
研

修
会

を
実

施
し

た
。

○
災

害
時

の
応

急
仮

設
住

宅
の

供
給

を
迅

速
か

つ
的

確
に

行
う

た
め

、
災

害
対

応
訓

練
を

実
施

し
、

応
急

仮
設

住
宅

の
供

与
に

関
す

る
体

制
整

備
を

行
う

。

○
災

害
対

応
訓

練
等

を
通

し
て

、
既

存
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

よ
り

効
果

的
に

利
用

で
き

る
よ

う
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
す

る
。

土
木

建
築

部

○
迅

速
な

復
旧

復
興

や
円

滑
な

防
災

・
減

災
事

業
実

施
の

た
め

、
市

町
村

と
連

携
し

、
地

籍
調

査
を

実
施

し
た

。
○

迅
速

な
復

旧
復

興
や

大
規

模
災

害
へ

の
備

え
と

し
て

、
引

き
続

き
、

市
町

村
と

連
携

し
、

地
籍

調
査

を
強

化
す

る
。

農
林

水
産

部

8
-
6

事
業

用
地

の
取

得
、

仮
設

住
宅

・
仮

店
舗

・
仮

事
業

所
等

の
整

備
が

進
ま

ず
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

8
社

会
・
経

済
が

迅
速

か
つ

従
前

よ
り

強
靱

な
姿

で
復

興
で

き
る

条
件

を
整

備
す

る

8
-
4

広
域

地
盤

沈
下

等
に

よ
る

広
域

・
長

期
に

わ
た

る
浸

水
被

害
の

発
生

に
よ

り
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

8
-
5

貴
重

な
文

化
財

や
環

境
的

資
産

の
喪

失
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
等

に
よ

る
有

形
・
無

形
の

文
化

の
衰

退
・
喪

失

46


